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1

目
加
田

さ
く
を

 
李
義
山
の
雑
纂
に
枕
草
子
が
酷
似
す
る
こ
と
、
そ
の
影
響
関
係
の
問
題
に
つ

い
て
は
、
既
に
拙
著
『
枕
草
子
論
』
口
紅
訂
隣
艦
で
述
べ
た
。
こ
れ
は
、
そ
う
簡

軍
明
瞭
に
は
ま
い
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
今
回
は
、
清
少
納
言
も
家
集
を
も
つ
の
で
、

李
商
隠
の
詩
集
・
雑
纂
と
清
少
納
言
集
・
枕
草
子
と
を
比
較
し
て
み
よ
う
と
思

う
。
拙
著
李
義
山
雑
纂
注
釈
輔
梅
尉
棚
を
も
と
に
、
△
⊥
年
以
来
、
枕
草
子
と
の
比

較
を
、
毎
年
、
「
枕
草
子
講
読
」
受
講
の
学
生
に
課
し
て
き
た
が
、
実
は
、
ど

う
も
、
枕
草
子
と
義
山
雑
纂
と
の
比
較
だ
け
で
は
、
不
十
分
だ
と
思
う
か
ら
で

あ
る
。

 
李
雨
隠
、
字
義
山
、
備
州
河
内
人
。
宣
宗
の
大
中
十
二
年
翻
（
文
徳
天
安
二

年
目
、
四
六
歳
卒
。
清
少
納
言
枕
草
子
の
成
立
は
長
保
三
年
1
0
0
1
一
（
初

稿
本
成
立
・
田
中
重
太
郎
博
士
説
）
 
 
で
あ
る
か
ら
、
義
山
雑
纂
の
成
立
後
、

約
百
四
十
余
年
 
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

 
 
の
自
然
美
形
成
と
典
振

 
中
国
の
作
家
が
、
そ
の
制
作
に
あ
た
っ
て
、
故
事
・
古
典
を
引
用
す
る
の
は

常
套
手
段
で
あ
る
が
、
中
で
も
下
平
隠
は
、
『
談
苑
』
に

 
義
山
霊
文
多
簡
閲
書
冊
左
右
二
次
號
獺
調

と
言
う
よ
う
に
、
そ
の
援
引
が
甚
だ
し
い
。

 
白
質
文
集
に
心
酔
し
た
皇
后
定
子
サ
ロ
ン
の
、
代
表
的
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
清

少
納
言
も
ま
た
、
そ
の
文
芸
的
活
動
に
お
い
て
、
中
夏
の
故
事
・
古
典
を
巧
み

に
引
用
し
て
令
名
を
馳
せ
た
作
家
で
あ
る
。

 
枕
草
子
の
自
然
美
形
成
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
枕
草
子
論
』
回
護
第
四
章
枕

草
子
の
文
芸
様
式
そ
の
皿
曲
論
（
自
然
美
＞
1
一
項
新
し
い
自
然
美
 
二
項
自

然
美
一
動
き
の
美
 
三
項
と
り
あ
わ
せ
の
美
 
四
項
感
覚
の
総
動
員
に
よ
る
美

形
成
 
五
項
繊
細
-
で
詳
述
し
た
。
清
少
納
言
の
自
然
へ
の
関
心
の
深
さ
は
、

自
然
美
の
発
見
と
な
っ
て
枕
草
子
の
諸
章
段
を
な
し
て
い
る
。
物
づ
く
し
の
章

段
だ
け
で
も
、
順
次
に
あ
げ
れ
ば
 
 
（
卓
上
舐
三
巻
瀬
枕
草
子
ニ
ョ
ル
）
山
は

市
は
峯
は
原
は
淵
は
海
は
み
さ
き
ぎ
は
わ
た
り
は
薪
は

池
は
 
花
の
 
な
ら
ぬ
は
 
鳥
は
 
虫
は
 
馬
は
 
牛
は
 
猫
は
 
滝
は
 
河

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ド
ー
l
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
o
 
o

は
 
橋
は
 
里
は
 
草
は
 
草
の
花
は
 
関
は
 
森
は
 
原
は
 
井
は
 
野
は

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
マ
マ

風
は
島
は
 
浜
は
 
浦
は
森
は
 
岡
は
 
降
る
も
の
は
 
日
は
 
月
は

 
 
 
 

星
は
 
雲
は
 
崎
は
 
貝
は
 
等
。
 
花
は
、
草
の
花
と
木
の
花
と
を
別
々
に

論
じ
、
木
は
ハ
花
を
賞
せ
ぬ
樹
木
と
、
花
の
木
と
を
区
別
す
る
程
、
入
念
で
あ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

る
。
『
木
の
花
』
の
項
で
は
、
紅
梅
、
櫻
、
藤
、
橘
、
梨
の
花
、
桐
の
花
、
棟

の
花
。
『
花
の
木
な
ら
ぬ
は
』
に
あ
げ
る
木
は
、
楓
（
桂
、
五
葉
、
た
そ
ば
の
木
、
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檀
、
寄
生
木
、
榊
、
楠
、
檜
、
あ
す
は
ひ
の
木
、
ね
ず
も
ち
の
木
、
棟
の
木
、

山
橘
、
山
梨
、
椎
、
白
樫
、
ゆ
づ
り
葉
、
柏
木
、
櫻
欄
の
木
。
『
虫
は
』
鈴
虫
、

 
 
 
 
 
 

ひ
ぐ
ら
し
、
蝶
、
松
虫
、
き
り
ぎ
り
す
、
は
た
お
り
、
わ
れ
か
ら
、
ひ
を
虫
、

螢
、
蓑
虫
…
夏
虫
・
蛾
…
。
『
鳥
』
は
、
鵬
鵡
、
郭
公
、
水
鶏
、
鴫
、
都
鳥
、
鶉
、

ひ
た
き
、
山
鳥
、
鶴
、
斑
鳩
、
た
く
み
鳥
、
頭
赤
き
雀
、
鷺
、
千
鳥
、
鴛
鳶
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

鶯
。
『
草
の
花
は
』
、
な
で
し
こ
、
女
郎
花
、
桔
梗
、
朝
顔
、
刈
萱
、
菊
、
壺
董
、

竜
胆
、
か
ま
つ
か
の
花
、
か
に
ひ
の
花
、
萩
、
八
重
山
吹
、
夕
顔
、
し
も
つ
け

の
花
、
葦
の
花
、
薄
。
『
草
は
』
菖
蒲
、
菰
、
葵
、
沢
潟
、
三
稜
草
、
蛇
床
子
、

苔
、
雪
間
の
若
草
、
こ
だ
に
、
酢
漿
、
あ
や
ふ
草
、
こ
と
な
し
草
、
忍
草
、
道

芝
、
茅
花
、
蓬
、
山
菅
、
日
か
げ
、
山
桜
、
浜
木
綿
、
葛
、
笹
、
二
つ
づ
ら
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

齊
、
苗
、
浅
茅
、
蓮
葉
・
三
：
花
は
佛
に
…
…
花
な
き
こ
ろ
、
艇
な
る
池
の
 
に

糸
に
・
き
た
る
も
い
と
を
か
し
、
起
点
、
さ
し
も
草
、
八
重
葎
、
9
き
く
さ
。

と
い
う
風
に
各
項
下
に
あ
げ
る
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
②
の
よ
う
に
、
そ
の
美

を
讃
え
る
場
合
と
、
『
鳥
は
』
の
項
下
の
「
鶴
は
い
と
こ
ち
た
き
さ
ま
な
れ
ど

鳴
く
声
雲
居
ま
で
聞
ゆ
る
い
と
め
で
た
し
」
と
、
詩
経
小
雅
「
鶴
翼
九
皐
声
聞

干
天
」
を
援
引
し
て
讃
美
す
る
場
合
と
が
あ
る
。

 
義
山
雑
纂
に
は
、
自
然
美
の
項
目
は
な
い
。
義
山
詩
集
で
は
、
流
石
に
自
然

の
風
物
を
題
と
す
る
も
の
が
多
い
。
順
次
あ
げ
て
み
れ
ば
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

蝉
官
軍
江
柳
石
榴
憶
梅
贈
曲
譜
薬
歴
翠
柳
風
雨
詞
花

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

二
首
嵯
 
風
春
日
 
蝶
 
三
首
落
花
 
月
垂
柳
三
池
李
花
柳
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む

 
 
 
 
む
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む

蜂
、
雨
、
菊
 
牡
丹
 
蝶
 
牡
丹
 
櫻
桃
二
首
 
題
鷲
 
春
風
 
蜀
桐
 
前
景

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

杏
花
柳
野
菊
關
門
柳
春
雨
鴛
喬
風
洞
庭
魚
龍
池
流
鷺

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

残
花
 
細
雨
 
海
上
 
贈
荷
花
 
小
桃
園
 
嘲
櫻
桃
 
鳳
 
櫻
桃
花
下
 
模
花

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

細
雨
 
江
上
 
章
蠣
 
蝶
 
滞
雨
 
月
 
夜
冷
 
微
雨
 
詠
雲
 
柳
 
僧
院
牡

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

丹
 
黄
桃
 
題
小
松
 
喜
雪
 
柳
枝
五
首
朱
模
花
二
首
 
木
蘭
 
垂
柳
 
木
蘭

花
金
燈
花

 
中
国
の
詩
人
ら
し
く
柳
が
十
五
回
と
圧
倒
的
に
多
く
、
異
常
に
関
心
を
よ
せ

る
が
、
枕
草
子
の
物
づ
く
し
に
は
採
り
あ
げ
な
い
。
両
者
共
通
の
も
の
に
は
○

印
を
附
し
た
。
花
に
つ
い
て
、
両
者
の
相
違
を
示
す
一
例
を
あ
げ
よ
う
。

 
模
花
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
李
義
山
詩
集

風
露
凄
凄
秋
景
繁
 
可
憐
当
落
在
朝
昏
 
未
央
宮
裏
三
千
女
 
但
保
紅
顔
莫
保

恩 
橘
の
花
 
 
 
 
 
 
 
 
 
枕
草
子
『
木
の
花
は
』

四
月
の
つ
ご
も
り
、
五
月
の
つ
い
た
ち
の
頃
ほ
ひ
、
橘
の
葉
の
濃
く
青
き
に
、

花
の
い
と
習
う
咲
き
た
る
が
、
諾
う
ち
降
り
た
る
つ
と
め
て
な
ど
は
、
世
に
な

う
心
あ
る
さ
さ
ま
に
を
か
し
。
花
の
な
か
よ
り
黄
金
の
玉
か
と
見
え
て
い
み
じ

う
あ
ざ
や
か
に
見
え
た
る
な
ど
、
朝
露
に
ぬ
れ
た
る
朝
ぼ
ぢ
け
の
櫻
に
お
と
ら

ず
。
郭
公
の
よ
す
が
と
さ
へ
思
へ
ば
に
や
、
な
ほ
さ
ら
に
い
う
べ
う
も
あ
ら
ず
。

前
者
の
古
典
援
引
に
よ
る
抽
象
的
理
念
的
形
成
に
対
し
、
後
者
は
花
自
体
を
緻

密
に
観
察
し
、
写
実
的
具
象
的
美
観
を
形
成
す
る
。
次
に
共
通
の
「
対
象
」
と

い
う
こ
と
で
、
風
を
観
よ
う
。

 
雑
纂
に
「
風
」
と
題
す
る
章
段
は
な
い
。
義
山
詩
集
に
は
風
と
題
す
る
も
の

に
は
（
以
下
「
清
・
朱
鶴
齢
箋
注
胃
軸
星
冊
補
償
倣
稽
李
義
山
詩
集
箋
注
」
ニ

ヨ
ル
）
次
の
詩
が
あ
る
。

①
風

害
携
來
応
急
 
斜
催
別
燕
岳
 
己
寒
休
惨
淡
 
更
遠
眼
呼
號
 
楚
色
分
肉
塞

語
音
年
下
牢
 
機
甲
天
外
有
 
一
爲
戒
波
濤

②
風
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療
鋏
盤
孔
雀

③
春
風

春
風
難
自
好

先
春
雷
断
腸

④
風
雨

女
帯
歪
面
鳶
 
羅
悉
曇
教
近
 
齋
時
鎖
洞
芳

春
物
太
昌
昌
聖
教
春
霞
意
惟
遣
一
枝
芳
 
我
意
殊
春
意

凄
涼
費
剣
篇
覇
楽
欲
華
年
 
黄
葉
傍
風
雨
 
青
模
自
管
絃
新
知
遭
薄
墨

薔
好
隔
良
縁
 
心
断
新
豊
酒
 
錆
愁
斗
幾
千

右
の
詩
は
、
朱
鶴
齢
の
箋
注
、
程
夢
星
の
補
注
を
も
つ
。

①
［
沈
約
詠
唱
］
送
蹄
鴻
於
腸
石
 
［
庚
肩
吾
風
詩
］
品
川
燕
起
鎗
［
荊
単
記
］

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ド

郡
西
玉
江
六
十
里
南
岸
有
山
名
和
門
北
岸
有
山
名
虎
牙
二
山
楚
西
塞
 
 
［
何
位

剰
］
焼
入
西
塞
示
南
至
同
僚
詩
 
 
［
元
和
郡
國
志
］
下
牢
鎭
在
夷
豊
丸
西
二
十

八
里
…
…
 
星
按
此
亦
寓
言
前
四
語
喩
排
濟
之
徒
後
四
語
述
風
波
之
険
過
西
塞

山
與
下
牢
鎭
蓋
亦
宣
宗
大
中
三
年
桂
嶺
府
索
性
蹄
道
中
重
心
也

②
㊥
［
奥
百
子
］
漢
画
電
畜
諸
仙
女
從
王
母
下
降
皆
心
血
凝
性
孔
雀
掻
頭
 
㊥

［
徐
彦
伯
詩
］
儲
君
鴛
喬
帯
因
以
鶴
頭
裏
［
漢
画
内
事
］
鼠
走
紫
羅
薦
地
組
百

和
之
香
以
待
王
母
㊥
［
楚
詞
］
跨
講
修
三
組
洞
房
些
㊥
［
長
門
賦
］
祖
清
夜
於

洞
房
星
按
此
亦
刺
女
冠
之
流
也

③
注
ナ
シ

④
［
唐
書
］
武
后
索
郭
元
振
所
爲
文
章
上
寳
剣
士
㊥
［
盧
思
道
書
］
覇
泊
水
郷

無
乃
勤
惇
㊥
［
旧
臣
美
女
篇
］
月
計
臨
大
路
高
門
結
玉
關
㊥
［
漢
書
元
帝
紀
］

壬
人
在
位
吉
士
塞
蔽
重
養
魚
秦
之
弊
民
漸
薄
俗
［
王
劇
詩
］
新
豊
美
酒
息
書
卓

 
風
の
詩
を
詠
む
に
際
し
て
、
①
は
先
ず
、
沈
約
の
風
の
詩
か
ら
「
鴻
」
を
、

庚
肩
吾
の
風
の
詩
か
ら
「
燕
」
を
引
用
し
て
よ
み
は
じ
め
る
。
程
凝
性
の
義
山

年
譜
に
よ
る
と
、
大
中
三
年
、
桂
州
よ
り
入
朝
北
蹄
道
中
の
作
と
す
る
。
程
夢

星
が
推
察
す
る
よ
う
に
、
前
四
語
が
排
濟
之
徒
を
寓
す
る
も
の
と
す
れ
ば
、
眼

前
の
実
景
は
よ
り
陰
惨
と
な
り
、
結
句
の
戒
波
濤
は
、
来
る
べ
き
大
風
を
恐
れ

る
心
情
を
表
白
す
る
。
②
は
、
一
層
顕
著
に
古
典
を
引
用
す
る
ゆ
む
し
ろ
、
古

典
の
美
辞
を
つ
づ
っ
て
一
首
を
成
し
た
観
さ
へ
あ
る
。
③
は
珍
し
く
引
用
の
な

い
詩
で
あ
る
が
、
甚
だ
抽
象
的
で
あ
る
。
④
は
、
箋
注
に
い
う
よ
う
に
、
先
人

の
詩
を
引
用
し
、
こ
れ
を
ち
り
ば
め
て
不
遇
を
う
た
う
。
郭
震
が
實
剣
篇
を
奉
っ

て
武
后
に
嘉
歎
さ
れ
て
引
き
た
て
ら
れ
た
よ
う
に
、
弱
冠
に
し
て
文
才
を
も
つ

て
令
孤
楚
の
巻
顧
を
う
け
た
事
か
ら
詠
じ
出
し
、
王
茂
元
の
女
婿
と
な
っ
た
た

め
、
令
孤
楚
、
そ
の
子
絢
に
う
と
ま
れ
絢
が
宰
相
と
な
る
に
及
ん
で
世
に
出
る

途
は
絶
え
た
、
そ
の
凋
落
の
身
を
、
風
雨
に
さ
ら
さ
れ
る
雪
目
の
黄
葉
に
シ
ン

ボ
ラ
イ
ズ
す
る
。
・
ど
う
も
、
何
れ
も
風
そ
の
も
の
を
詠
じ
た
詩
と
は
い
い
に
く

い
。

 
枕
草
子
 
風
は
 
の
章
段
を
あ
げ
よ
う
。

 
風
は
嵐
。
三
月
ば
か
り
の
夕
暮
に
ゆ
る
く
吹
き
た
る
雨
風
。
八
九
月
ば
か
り

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
あ
し
よ
こ

に
、
雨
に
ま
じ
り
て
吹
き
た
る
風
、
い
と
あ
は
れ
な
り
。
雨
の
脚
横
さ
ま
に
さ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
す
ず
し

わ
が
し
う
吹
き
た
る
に
、
夏
と
ほ
し
た
る
綿
衣
の
か
か
り
た
る
を
、
生
絹
の

ひ
と
え
ぎ
ぬ
 
 
 
 
 
 
 
 
き

軍
衣
か
さ
ね
て
着
た
る
も
い
と
を
か
し
。
こ
の
生
絹
だ
に
、
い
と
聞
せ
く
暑

か
は
し
く
、
取
り
捨
て
ま
ほ
し
か
り
し
に
、
い
つ
の
ほ
ど
に
か
く
な
り
ぬ
る
に

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
か
う
し
 
 
 
つ
ま
ど

か
と
思
ふ
も
を
か
し
。
暁
に
格
子
・
妻
戸
を
お
し
あ
げ
た
れ
ば
、
嵐
の
さ
と
顔

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
な
が
つ
き
マ
ヴ
ロ
も
り
 
 
か
み
な
づ
き

に
し
み
た
る
こ
そ
い
み
じ
く
を
か
し
け
れ
。
九
月
晦
日
・
十
月
の
こ
ろ
、
粧

う
ち
曇
り
て
風
の
い
と
さ
わ
が
し
く
吹
き
で
、
黄
な
る
葉
ど
も
の
ほ
ろ
ほ
ろ
と

こ
ぼ
れ
落
つ
る
い
と
あ
は
れ
な
り
。
桜
の
葉
、

む
く椋

の
葉
こ
そ
い
と
と
く
は
落
つ

れ
。
十
月
ば
か
り
に
木
立
お
ほ
か
る
所
の
庭
は
い
と
め
で
た
し
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
た
て
じ
と
み
 
 
す
い
が
い

野
分
の
ま
た
の
日
こ
そ
、
い
み
じ
う
あ
は
れ
に
を
か
し
け
れ
。
立
蔀
・
透
垣

サ
ロ
ン
の
文
芸
活
動
つ
づ
き
1
李
義
山
雑
纂
・
義
山
詩
集
と
枕
草
子
・
清
少
納
言
集
i

（23）



 
 
 
 
 
 
 
 
 
せ
ん
ざ
い

な
ど
の
乱
れ
た
る
に
、
前
栽
ど
も
い
と
心
苦
し
げ
な
り
。
大
き
な
る
木
ど
も
倒

れ
、
枝
な
ど
吹
き
折
ら
れ
た
る
が
、
萩
・
女
郎
花
な
ど
の
上
に
よ
こ
ろ
ば
ひ
臥

せ
る
、
い
と
思
は
ず
な
り
。
格
子
の
壼
な
ど
に
、
木
の
葉
を
こ
と
さ
ら
に
し
た

ら
ん
や
う
に
、
こ
ま
ご
ま
と
吹
き
入
れ
た
る
こ
そ
、
荒
か
り
つ
る
風
の
し
わ
ざ

と
は
覚
え
ね
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
う
ち
ぎ

い
と
濃
き
衣
の
う
は
ぐ
も
り
た
る
に
、
黄
巧
葉
の
織
物
・
薄
物
な
ど
の
小
桂
着

て
ま
こ
と
し
う
清
げ
な
る
人
の
、
夜
は
風
の
さ
わ
ぎ
に
寝
ら
れ
ざ
り
け
れ
ば
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
も
 
や

久
し
う
寝
起
き
た
る
ま
ま
に
、
母
屋
よ
り
す
こ
し
ゐ
ざ
り
出
で
た
る
、
髪
は
風

に
吹
き
ま
よ
は
さ
れ
て
、
す
こ
し
う
ち
ふ
く
だ
み
た
る
が
、
肩
に
か
か
れ
る
ほ

ど
ま
こ
と
に
め
で
た
し
。
も
の
あ
は
れ
な
る
け
し
き
に
見
出
し
て
、
「
む
べ
山

風
を
」
な
ど
言
ひ
た
る
も
心
あ
ら
ん
と
見
ゆ
る
に
、
十
七
入
ば
か
り
に
や
あ
ら

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ひ
と
へ

ん
、
小
さ
う
は
あ
ら
ね
ど
、
わ
ざ
と
大
人
と
は
見
え
ぬ
が
、
生
絹
の
単
衣
の
い

 
 
 
 
 
 
 
た
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
う
す
い
う
 
 
と
の
ね

み
じ
う
ほ
こ
ろ
び
絶
え
、
は
な
も
か
へ
り
ぬ
れ
な
ど
し
た
る
薄
色
の
宿
直
物
を

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
た
け

き
て
、
髪
、
色
に
、
こ
ま
ご
ま
と
う
る
は
し
う
、
末
も
尾
花
の
や
う
に
て
、
丈

ば
か
り
な
り
け
れ
ば
、
衣
の
裾
に
か
く
れ
て
、
袴
の
そ
ば
そ
ば
よ
り
見
ゆ
る
に
、

わ
ら
は
べ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
を

童
 
、
若
き
人
々
の
、
根
こ
め
に
吹
き
折
れ
た
る
、
こ
こ
か
し
こ
に
取
り
集
め
、

お
ニ
 
 
 
た

起
し
立
て
な
ど
す
る
を
、
う
ら
や
ま
し
げ
に
お
し
は
り
て
、
簾
に
添
ひ
た
る
う

し
ろ
で
も
を
か
し

風
の
美
を
あ
げ
る
の
に
、
ま
ず
第
一
に
、
「
嵐
」
。
次
に
晩
春
の
夕
の
雨
風
、
秋

の
雨
風
、
脆
風
の
日
の
人
々
の
姿
態
の
美
し
さ
。
殊
に
、
暁
に
格
子
や
妻
戸
を

 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
へ

あ
け
た
途
端
に
、
顔
に
し
み
る
嵐
の
感
鰯
、
格
子
の
小
間
に
木
の
葉
を
吹
き
入

 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
へ

れ
た
嵐
の
し
わ
ざ
に
ほ
ほ
え
む
、
嵐
の
翌
朝
、
野
分
に
荒
れ
た
庭
を
見
や
る
人
々

の
所
作
、
姿
態
、
な
ど
、
見
事
な
「
風
の
美
」
形
成
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
清
少

納
言
は
、
彼
女
の
精
緻
な
自
然
観
察
を
、
簡
潔
鮮
明
な
表
現
で
形
成
す
る
の
に

 
 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
へ

熱
中
し
て
、
垂
垂
な
古
典
の
引
用
な
ど
一
切
し
な
い
。
た
だ
、
彼
女
が
創
造
す

．
る
景
中
の
人
物
が
自
然
に
口
ず
さ
む
「
む
べ
山
嵐
を
嵐
と
い
ふ
ら
ん
」
の
み
。

 
（
こ
れ
は
当
時
の
教
養
人
に
と
っ
て
極
め
て
自
然
の
口
ず
さ
み
で
あ
っ
て
、
意

識
し
て
古
典
を
引
用
す
る
、
と
い
う
て
い
の
も
の
で
は
な
い
。
義
山
集
の
場
合

は
、
先
ず
、
古
典
を
挙
げ
る
、
多
く
の
場
合
、
我
身
の
不
遇
を
か
こ
つ
寓
意
、

等
が
先
行
す
る
。
前
掲
、
花
に
つ
い
て
あ
げ
た
一
例
、
老
匠
と
橘
の
花
の
場
合

に
も
い
え
る
こ
と
で
、
両
者
の
全
く
こ
と
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

 
清
少
納
言
集
に
は
純
然
た
る
自
然
美
観
照
、
形
成
が
な
い
。
殆
ど
ハ
恋
愛
、

社
交
上
の
贈
答
歌
群
で
あ
る
。
義
山
の
場
合
と
面
白
い
対
照
で
あ
る
。

 
 
 
口
不
快
感
系
列
の
素
材

 
義
山
雑
纂
1
（
叢
書
集
成
本
を
底
本
と
し
、
イ
本
車
代
叢
書
本
、
ロ
本
説

・
虚
心
、
上
本
古
今
平
海
本
、
二
本
静
嘉
堂
文
庫
本
、
ホ
本
内
閣
文
庫
本
（
写
本
）
、

へ
本
内
閣
文
庫
本
（
刊
本
）
、
ト
本
天
朝
小
説
本
で
校
異
し
た
拙
著
「
改
訂
義

山
雑
纂
注
釈
を
使
う
。
筆
者
は
本
書
を
四
十
二
の
章
段
に
分
け
た
。
）
 
 
に
は
、

四
十
二
の
章
段
中
、
次
の
も
の
は
、
不
快
感
系
列
に
属
す
る
素
材
を
対
象
と
し

て
い
る
。
枕
草
子
で
も
、
め
で
た
き
も
の
 
心
ゆ
く
も
の
 
う
つ
く
し
き
も
の

等
々
の
、
快
感
系
列
に
属
す
る
素
材
を
対
象
と
す
る
章
段
の
外
に
、
に
く
き
も

の
、
す
さ
ま
じ
き
も
の
等
々
の
章
段
が
あ
る
。
こ
れ
を
比
較
対
照
し
て
先
ず
全

体
を
概
観
す
る
。

 
義
山
雑
纂

一
必
聴
來
 
（
二
）
不
相
称
 
（
三
）
差
不
レ
出
 
（
四
）
伯
人
知
五
不
嫌

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ム

（
六
）
遅
滞
 
 
（
七
）
不
得
已
 
八
相
似
 
 
九
不
如
不
解
 
十
悪
不
久
 
（
十

 
 
 
 
 
 
 
ム
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ム

一）

Y
人
 
十
二
失
本
体
 
十
三
隔
壁
聞
語
 
十
四
富
貴
相
 
（
十
五
）
護
人
語

（
十
六
）
酸
寒
 
（
十
七
）
不
快
意
 
（
十
八
）
巌
窟
 
（
十
九
）
殺
風
景
 
（
二
十
）
不
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忍
男
 
 
（
二
一
）
虚
度
 
（
二
二
）
不
可
測
 
（
二
三
）
難
語
 
二
四
意
想
 
（
ニ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
ム
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ム

五
）
悪
模
様
 
（
二
六
）
不
達
時
宜
 
（
二
七
）
悶
美
人
 
（
二
八
）
凝
頑
 
（
二
九
）

 
ム
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ム
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ム

愚
昧
（
三
〇
）
時
人
漸
顛
狂
 
（
ゴ
ニ
）
非
礼
 
（
三
二
）
柾
屈
 
（
三
三
）
不
祥

 
 
 
ム
 
 
 
 
 
 
 
 
ム
 
 
 
 
 
 
 
 
ム
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ム
 
 
 
 
 
 
 
 
ム
 
 
 
 
 
 
 
 
ム

三
四
須
貧
 
三
五
秘
書
 
三
六
有
知
能
 
三
七
教
子
 
三
八
公
女
 
三
九
矢
去

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ム
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ム

就
 
（
四
〇
）
強
会
 
四
一
無
見
識
 
四
二
要
小
下
便
宜

（
）
印
不
快
感
系
列
 
2
5
【
4
2
（
4
一
7
）
強

・
印
 
 
快
感
系
列
 
⊥
4
2

▲
印
 
 
．
教
訓
・
教
誠
！
6
【
4
2

 
枕
草
子

（
三
一
）
す
さ
ま
じ
き
も
の
 
（
二
一
）
た
ゆ
ま
る
る
も
の
 
（
二
三
）
人
に
あ
な
つ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ら
る
る
も
の
 
（
二
四
）
に
く
き
も
の
 
二
四
心
と
き
め
き
す
る
も
の
 
二
六
過

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ぎ
に
し
か
た
恋
し
き
も
の
 
二
七
心
ゆ
く
も
の
 
二
六
あ
て
な
る
も
の
 
（
四

 
一
）
に
げ
な
き
も
の
（
六
五
）
お
ぼ
つ
か
な
き
も
の
六
六
た
と
し
へ
な
き
も
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

六
九
あ
り
が
た
き
も
の
 
（
七
二
）
あ
ぢ
き
な
き
も
の
 
七
三
心
地
よ
げ
な
る
も

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
や

の
 
七
八
も
の
の
あ
は
れ
し
ら
せ
顔
な
る
も
の
 
八
一
め
で
た
き
も
の
 
八
二

．
な
ま
め
か
し
き
も
の
 
（
八
七
）
ね
た
き
物
 
（
八
八
）
か
た
は
ら
い
た
き
も
の

（
八
九
）
あ
さ
ま
し
き
も
の
 
（
九
〇
）
口
を
し
き
も
の
 
九
九
は
る
か
な
る
も
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（一

Z
一
）
見
苦
し
き
も
の
 
一
〇
二
言
ひ
に
く
き
も
の
 
一
十
七
常
よ
り
こ
と

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

に
ご
き
ゆ
る
も
の
 
一
〇
八
三
に
か
き
劣
り
す
る
も
の
 
一
〇
九
か
き
ま
さ
り

す
る
も
の
 
一
＝
あ
は
れ
な
る
も
の
 
（
＝
三
）
い
み
じ
う
心
づ
き
な
き
も

釧
 
（
一
一
四
）
わ
び
し
げ
に
見
ゆ
る
も
の
（
＝
五
）
暑
げ
な
る
も
の
 
（
＝

六
）
六
つ
か
し
き
も
の
 
（
一
一
七
）
む
と
く
な
る
も
の
 
（
＝
九
）
は
し
た
な

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

き
、
も
の
 
（
一
二
〇
）
つ
れ
づ
れ
な
る
も
の
 
一
三
一
つ
れ
づ
れ
慰
む
も
の

（一

O
二
）
と
り
ど
こ
ろ
な
き
も
の
 
（
一
三
八
）
お
そ
ろ
し
げ
な
る
も
の
 
一
三

 九
清
し
と
見
ゆ
る
も
の
 
（
一
四
〇
）
い
や
し
げ
な
る
も
の
 
（
一
四
一
）
胸
つ
ぶ

 
 
 
 
 
 
 
 

る
る
も
の
 
一
四
二
う
つ
く
し
き
も
の
 
一
四
三
人
ば
へ
す
る
も
の
 
（
一
四

四
）
名
お
そ
ろ
し
き
も
の
＝
ハ
五
見
る
に
こ
と
な
る
こ
と
な
き
も
の
の
文
字
に

書
き
て
ご
と
ご
と
し
ぎ
も
の
 
（
一
四
六
）
む
つ
か
し
げ
な
る
も
の
 
（
一
四
九
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

苦
し
げ
な
る
も
の
 
一
四
九
う
ら
や
ま
し
げ
な
る
も
の
 
吾
と
く
ゆ
か
し
き
も

の
 
（
一
五
一
）
心
も
と
な
き
も
の
 
（
］
五
三
）
昔
お
ぼ
え
て
不
用
な
る
も
の

（一

ﾜ
四
）
た
の
も
し
げ
な
き
も
の
 
一
五
六
近
う
て
遠
き
も
の
 
一
五
七
遠
く

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

て
近
き
も
の
 
一
七
五
し
た
り
顔
な
る
も
の
 
一
八
六
心
に
く
き
も
の
 
二
一

 
お
ほ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

三
大
き
に
て
よ
き
も
の
 
二
一
四
短
く
て
あ
り
ぬ
べ
き
も
の
 
二
一
五
人
の
家

に
つ
き
づ
き
し
き
も
の
 
（
二
三
四
）
さ
わ
が
し
き
も
の
 
（
二
三
九
）
な
い
が
し

ろ
な
る
も
の
（
二
三
六
）
ご
と
ば
な
め
げ
な
る
も
の
 
（
二
三
七
）
さ
か
し
き
も
の

二
三
六
た
だ
に
過
ぎ
に
過
ぐ
る
も
の
 
二
三
九
こ
と
に
人
に
知
ら
れ
ぬ
も
の

（
二
四
一
）
い
み
じ
う
き
た
な
き
も
の
 
（
二
四
二
）
せ
め
て
お
そ
ろ
し
き
も
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

二
四
三
た
の
し
き
も
の
 
二
五
四
う
れ
し
き
も
の
 
二
七
早
き
ら
き
ら
し
き
も

の
 
二
八
一
罪
な
ら
ひ
す
る
も
の
 
（
二
八
二
）
う
ち
と
く
ま
じ
き
も
の

＊
印
快
感
系
列
 
 
 
2
1
段
一
蹴
段

（
）
印
不
快
感
系
列
 
 
3
5
段
一
虚
器

▲
印
教
訓
教
誠
 
 
 
○

 
李
義
山
雑
纂

第
二
不
相
称

 
 
 
イ
●
二
●
 
 
⑮

窮
波
斯
。
病
平
人
。
不

 
 
 
 
⑱

試
飲
弟
子
。
痩
人
相
撲
。

⑮肥
大
新
婦
。
先
生
不
識

 
枕
草
子

四
一
 
に
げ
な
き
も
の

下
衆
の
家
に
雪
の
降
り
た
る
。
ま
た
月
の
さ
し
入

り
た
る
も
口
を
し
。
月
の
明
か
き
に
屋
形
な
き
車

の
あ
ひ
た
る
。
ま
た
、
さ
る
車
に
あ
め
牛
か
け
た

サ
ロ
ン
の
文
芸
活
動
つ
づ
き
1
李
義
山
雑
纂
・
義
山
詩
集
と
枕
草
子
・
清
少
納
言
集
一
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字
。
屠
家
念
経
。
社
長

イ
ロ
 
 
 
 
⑭
 
ホ
人

乗
三
輪
。
老
翁
入
娼
家
。

○
ふ
に
あ
ひ
な
も
の

結
㌔
痂
嗣
貧
し
い
ペ
ル

シ
ャ
人
。
病
気
の
馨
者
。

下
戸
の
弟
子
。
ヤ
セ
ぎ

す
が
相
撲
と
る
。
ふ
と

っ
た
花
嫁
。
先
生
が
文

字
を
し
ら
ぬ
の
。
屠
殺

や
の
念
佛
。
社
長
が
あ

げ
こ
し
に
の
る
。
ぢ
い

さ
ん
が
女
郎
屋
に
あ
が

る
の
。

第
二
十
六
不
達
時
宜

下
賎
人
前
談
経
史
。
向

娼
婦
吟
詩
。
認
他
高
貴

為
親
。
将
主
人
酒
食
作

 
 
 
イ
ロ
ハ
 

人
情
。
 
賎
食
還
主

人
。
将
男
女
赴
席
。
誇

男
女
伎
偏
。
奨
男
女
嬌

骸
。
錘
上
包
弾
三
味
。

強
学
時
様
牧
束
。
食
後

不
起
妨
主
人
。
問
主
人

魚
肉
価
。
与
寡
婦
認
親

る
。
ま
た
老
い
た
る
女
の
腹
高
く
て
あ
り
く
。
若

き
男
も
ち
た
る
だ
に
見
苦
し
き
に
、
こ
と
人
の
も

と
へ
い
き
た
る
と
て
腹
立
つ
よ
。
老
い
た
る
男
の

寝
ま
ど
ひ
た
る
。
ま
た
さ
や
う
に
髪
が
ち
な
る
者

の
椎
つ
み
た
る
。
歯
も
な
き
女
の
梅
食
ひ
て
酸
が

り
た
る
。
下
衆
の
紅
の
袴
着
た
る
…
靱
負
の
佐
の

夜
行
姿
・
狩
衣
姿
も
い
と
あ
や
し
げ
な
り
。
人
に

怖
ぢ
ら
る
る
砲
は
お
ど
ろ
お
ど
う
し
。
立
ち
さ
ま

よ
ふ
も
見
つ
け
て
あ
な
づ
ら
は
し
。
「
嫌
疑
の
者

や
あ
る
」
と
と
が
む
。
入
り
み
て
そ
ら
だ
き
も
の

に
し
み
た
る
几
帳
に
う
ち
か
け
た
る
袴
な
ど
い
み

じ
う
た
つ
き
な
し
。
か
た
ち
よ
き
君
だ
ち
の
弾
正

の
弼
に
て
お
は
す
る
、
い
と
見
苦
し
…

往
来
。
喫
他
飲
食
不
謙

譲
。
借
他
物
令
自
惚
取
。

入
黒
房
閣
取
人
物
看
。

得
人
恩
不
思
報
。
聖
人

花
園
採
果
。
窮
漢
説
大

話
。
家
書
学
富
人
。
着

払
自
苦
汐
。
暑
果
断
莚

久
坐

○
折
に
あ
わ
ぬ
も
の

卑
し
い
者
の
前
で
経
史

を
語
る
の
。
娼
妓
に

向
っ
て
詩
を
吟
じ
る
。

身
分
の
い
い
人
と
み
て

親
類
顔
す
る
。
主
人
の

も
の
で
人
に
贈
物
（
馳

走
）
を
す
る
。
食
べ
の

こ
り
を
主
人
に
か
え

す
。
息
子
・
娘
を
つ
れ

て
会
に
出
る
の
。
息

子
・
娘
の
腕
前
を
ほ
こ

る
の
。
息
子
・
娘
の
愚

か
し
い
の
を
自
慢
す

る
。
宴
席
の
御
馳
走
に

け
ち
を
つ
け
る
。
む
り
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に
流
行
を
ま
ね
る
の
。

食
後
い
つ
ま
で
も
坐
を

立
た
ず
に
主
人
側
の
邪

魔
に
な
る
。
馳
走
に
な

る
客
が
主
人
に
魚
肉
の

値
段
を
た
つ
ね
る
の
。

未
亡
人
と
親
戚
と
称
し

て
往
来
す
る
。
他
人
に

飲
食
物
の
馳
走
に
な
り

な
が
ら
遠
慮
会
釈
が
な

い
。
他
人
の
も
の
を
借

り
て
返
さ
ず
貸
し
主
に

と
り
に
来
さ
せ
る
。
他

人
の
部
屋
に
ず
か
ず
か

入
っ
て
他
人
の
物
を
手

に
取
っ
て
見
る
。
人
の

恩
を
う
け
て
も
恩
返
し

し
ょ
う
と
思
わ
な
い
。

人
の
花
園
に
は
入
っ
て

実
を
と
る
の
。
素
寒
貧

が
大
き
な
話
を
す
る
。

家
が
貧
し
い
く
せ
に
金

持
の
ま
ね
。
客
に
い
っ

て
自
分
を
賓
客
よ
ば
わ

り
す
る
。
暑
い
時
分
、

莚
に
長
時
間
坐
っ
て
い

る
の
。

 
 
 
 
サ
ン
 
 
ス
イ

第
十
六
 
酸
 
寒

山
縣
移
市
。
村
縣
待
賓
。

螺
馬
鳴
村
中
。
村
漢
呼

難
。
村
漢
著
新
衣
。
牛

背
吹
笛
 
乞
児
駆
灘
。

散
楽
打
輩
枝
鼓
。

○
わ
び
し
い
も
の

山
里
に
た
つ
市
。
田
舎

で
お
先
梯
い
。
田
舎
の

県
で
賓
客
を
招
じ
る
。

螺
馬
が
村
中
で
な
く
。

百
姓
が
難
を
よ
ぶ
声
。

農
夫
が
仕
立
お
ろ
し
を

着
て
る
の
。
牛
の
背
で

笛
を
吹
く
。
乞
食
の
鬼

や
ら
い
。
散
樂
で
単
枝

鼓
を
な
ら
す
の
。

第
十
七
不
快
意

鈍
刀
切
物
。
破
帆
使
風
。

樹
陰
遮
景
致
。
築
培
遮

 
 
⑮

山
。
花
時
無
酒
。
暑
月

サ
ロ
ン
の
文
芸
活
動
つ
づ
き
1
李
義
山
雑
纂
・
義
山
詩
集
と
枕
草
子
・
清
少
納
言
集
1

一
一
四
わ
び
し
げ
に
見
ゆ
る
も
の

六
七
月
の
午
・
未
の
時
ば
か
り
に
、
き
た
な
げ
な

る
車
に
え
せ
牛
か
け
て
ゆ
る
が
し
行
く
者
。
雨
降

ら
ぬ
日
、
張
り
麺
し
た
る
車
。
い
と
寒
き
を
り
、

暑
き
ほ
ど
な
ど
に
、
下
衆
女
の
な
り
あ
し
き
が
子

負
ひ
た
る
。
老
い
た
る
乞
食
。
ち
ひ
さ
き
板
屋
の

黒
う
き
た
な
げ
な
る
が
、
雨
に
ぬ
れ
た
る
。
ま
た

雨
い
た
う
ふ
り
た
る
に
、
小
さ
き
馬
に
乗
り
て
御

前
し
た
る
人
つ
冬
は
さ
れ
ど
よ
し
。
夏
は
鞄
も
下
 
勾

襲
も
ひ
と
つ
に
あ
ひ
た
り
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
臣

一
一
五
暑
げ
な
る
も
の

随
身
の
長
の
狩
衣
。
納
の
袈
裟
。
出
居
の
少
将
。

い
み
じ
う
肥
え
た
る
人
の
髪
お
ほ
か
る
。
六
七
月

の
修
法
の
日
中
の
時
お
こ
な
ふ
阿
事
忌
。



背
風
排
莚

○
あ
じ
き
な
い
も
の

な
ま
く
ら
で
物
を
き

る
。
破
れ
帆
に
風
。
眺

望
を
駄
目
に
す
る
木
か

げ
。
培
を
つ
い
た
た
め

に
山
が
見
え
な
く
な
っ

た
の
。
花
時
に
酒
が
な

い
。
暑
中
に
風
の
通
さ

ぬ
と
こ
ろ
に
錘
を
し

く
。第

二
十
一
虚
度

 
 
 
 
 
⑯

花
時
多
病
。
好
時
節
福

 
 
⑭

迫
。
闊
宙
春
意
婦
。
貧

家
節
日
。
好
家
業
不
和
。

貧
家
好
花
樹
。
好
景
不

 
 
⑯

吟
。
好
石
膏
不
作
會
。

○
折
角
な
の
に
口
惜
し

い
こ
と
。

花
時
の
病
が
ち
。
好
い

時
候
に
手
づ
ま
り
。
宙

官
が
美
人
の
妻
を
も

つ
。
貧
家
の
節
句
。
良

家
に
家
業
が
左
前
。
貧

〇
七
二
あ
ぢ
き
な
き
も
の

わ
ざ
と
思
ひ
た
ち
て
宮
仕
に
出
で
立
ち
た
る
人
の

物
う
が
り
、
う
る
さ
げ
に
思
ひ
た
る
。
と
り
子
の

顔
に
く
げ
な
る
。
し
ぶ
し
ぶ
に
思
ひ
た
る
人
を
強

ひ
て
婿
に
と
り
て
、
思
ふ
さ
ま
な
ら
ず
と
な
げ
く
。

九
〇
口
を
し
き
も
の

五
節
・
御
署
名
に
雪
降
ら
で
、
雨
の
か
き
く
ら
し

降
り
た
る
。
節
会
な
ど
に
、
さ
る
べ
き
御
物
忌
の

あ
た
り
た
る
。
い
と
な
み
い
つ
し
か
と
ま
つ
事
の
、

さ
は
り
あ
り
、
に
は
か
に
と
ま
り
ぬ
る
。
あ
そ
び

を
も
し
、
見
す
べ
き
こ
と
あ
り
て
、
呼
び
に
や
り

た
る
人
の
来
ぬ
、
い
と
口
を
し
。

男
も
女
も
法
師
も
、
宮
仕
所
な
ど
よ
り
同
じ
や
う

な
る
人
も
ろ
と
も
に
寺
へ
も
詣
で
、
物
へ
も
行
ぐ

に
、
こ
の
ま
し
う
こ
ぼ
れ
い
で
用
意
よ
く
い
は
ば

け
し
か
ら
ず
、
あ
ま
り
見
苦
し
と
も
見
つ
べ
く
そ

あ
る
に
、
さ
る
べ
き
 
の
馬
に
て
も
車
に
て
も
行

き
あ
ひ
、
見
ず
な
り
ぬ
る
い
と
口
を
し
。
わ
び
て

乏
家
に
み
ご
と
な
花

樹
。
い
い
景
色
を
み
て

吟
じ
な
い
。
堂
々
た
る

建
築
の
役
所
で
会
を
し

な
い
の

◎
第
二
十
五
悪
模
様

 
 
 
へ
主
 
 
 
 
μ
罵

作
客
与
・
人
相
争
罵
。

打
毬
墜
馬
。
対
大
僚
食

咽
。
僧
尼
新
還
俗
。
莚

 
 
 
 
 
 
 
 

上
乱
叫
喚
。
 
擁
奪
人

話
柄
。
著
鮭
臥
人
床
。

未
語
先
笑
。
作
客
踏
翻

毫
卓
。
対
丈
人
毎
母
唱

鑑
曲
。
野
景
魚
肉
置
盤

上
。
横
身
重
葵
野
上

○
見
苦
し
い
ざ
ま

 
 
 
 
 
 
 
（
主
人
）

お
客
に
な
っ
て
人
と

喧
嘩
を
は
じ
め
た
の
。

毬
を
打
つ
拍
子
に
馬
か

ら
落
ち
た
。
高
官
の
前

で
食
事
中
む
せ
る
。
僧

尼
が
又
娑
婆
に
還
俗
し

た
の
。
宴
席
で
大
声
あ

げ
て
あ
ば
れ
ま
わ
る
。

は
、
す
き
ず
き
し
き
下
ク
な
ど
の
 
な
ど
に
か
た

り
つ
べ
か
ら
ん
を
が
な
と
思
ふ
も
、

ら
ず
。

い
と
け
し
か

二
四
に
く
き
も
の

急
ぐ
こ
と
あ
る
を
り
に
き
て
長
言
す
る
ま
ら
う

ど
。
あ
な
づ
り
や
す
き
人
な
ら
ば
、
「
後
に
」
と

て
も
や
り
つ
ぺ
け
れ
ど
、
さ
す
が
に
心
二
つ
か
し

き
人
、
い
と
に
く
く
む
つ
か
し
。
硯
に
髪
の
入
り

て
す
ら
れ
た
る
。
ま
た
、
墨
の
中
に
石
の
き
し
き

し
と
き
し
み
鳴
り
た
る
。
に
は
か
に
わ
づ
ら
ふ
人

の
あ
る
に
験
者
も
と
む
る
に
例
あ
る
所
に
な
く
て

外
に
尋
ね
あ
り
く
ほ
ど
待
ち
遠
に
久
し
き
に
、
か

ら
う
じ
て
待
ち
つ
け
て
、
よ
ろ
こ
び
な
が
ら
加
持

 
 
 
 
へ

せ
き
す
る
に
こ
の
ご
ろ
物
の
怪
に
あ
っ
か
り
て
困

じ
に
け
る
に
や
、
み
る
ま
ま
に
す
な
は
ち
ね
ぶ
り

声
な
る
、
い
と
に
く
し
。
な
で
ふ
事
な
き
人
の
笑

が
ち
に
て
物
い
た
う
い
ひ
た
る
・
暫

な
ど
に
、
 
の
占
う
ち
返
し
う
ち
返
し
、
お
し

の
べ
な
ど
し
て
あ
ぶ
り
を
る
 
。
い
っ
か
若
や
か

な
る
人
な
ど
さ
は
し
た
り
し
。
老
い
ば
み
た
る
者

こ
そ
、
 
桶
の
端
に
 
を
さ
へ
も
た
け
て
、
物
≡
薗

ふ
ま
ま
に
お
し
す
り
な
ど
は
す
ら
め
。
さ
や
う
の

（28）



人
の
話
を
脇
か
ら
奪
い

と
る
。
く
つ
を
は
い
た

ま
ま
他
人
の
ベ
ッ
ド
に

横
た
わ
る
。
ま
だ
話
し

出
し
も
せ
ぬ
中
に
笑
う

の
。
お
客
に
な
っ
て

い
っ
て
、
テ
ー
ブ
ル
を

踏
ん
で
ひ
っ
く
り
か
え

す
σ
妻
の
父
母
の
前
で

つ
や
つ
ぽ
い
歌
を
う
た

う
。
魚
肉
の
た
べ
の
こ

り
を
テ
ー
ブ
ル
の
上
に

ち
ら
か
す
の
。
汁
椀
の

上
に
箸
［
を
横
た
え
る

の
。

第
十
一
悩
人

⑭
 
 
 
-
 
 
 
 
 
 
 
⑭

遇
佳
味
喪
家
不
和
。
終

 
 
 
 
 
イ
ロ
却

夜
獣
飲
酒
罐
上
空
。
方

謁
上
官
忽
背
革
。
賭
博

 
 
 
 
 
 
 
⑭
⑪

方
勝
角
書
難
業
。
淘
井

 
 
二
床

漢
急
型
押
。
遣
不
去
無

頼
窮
親

○
人
の
気
を
揉
ま
す
も

の

は
、
 
の
も
と
に
来
て
、
ゐ
ん
と
す
る
戸
を
ま

づ
卜
し
て
こ
な
た
か
な
た
あ
ふ
ぎ
ち
ら
し
て
、
塵

は
き
す
て
、
居
も
｛
ま
ら
ず
ひ
ろ
め
き
て
、
狩
衣

の
前
ま
き
入
 
て
る
る
べ
し
。
か
か
る
 
は
・
い
ふ

一
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②
1
1
一

か
ひ
な
き
者
の
際
に
や
と
思
へ
ど
、
す
こ
し
よ
う

し
き
 
の
、
工
部
の
 
 
な
ど
い
ひ
し
が
せ
し
な

り
。
ま
た
、
酒
飲
み
て
あ
め
き
、
口
を
さ
ぐ
り
、

髪
あ
る
者
は
そ
れ
を
な
で
、
盃
こ
と
人
に
取
ら
す

る
ほ
ど
の
け
し
き
、
い
み
じ
う
に
く
し
と
見
ゆ
。

ま
た
飲
め
と
い
ふ
な
る
べ
し
。
身
ぶ
る
ひ
を
し
、

頭
ふ
り
、
口
わ
き
を
さ
へ
ひ
き
た
 
て
、
童
の
「
こ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
③

ふ
殿
に
ま
み
り
て
」
な
ど
う
た
ふ
や
う
に
す
る
。

そ
れ
は
し
も
、
剥
こ
と
に
よ
き
人
の
し
た
ま
ひ
し

を
見
し
か
ば
心
づ
き
な
し
と
思
ふ
な
り
。

も
の
う
ら
や
み
し
、
身
の
上
歎
き
、
人
の
亡
い
ひ
、

つ
ゆ
塵
の
事
も
ゆ
か
し
が
り
、
聞
か
ま
ほ
し
う
し

て
、
言
ひ
し
ら
せ
ぬ
を
ば
怨
じ
そ
し
り
、
ま
た
わ

っ
か
に
聞
き
え
た
る
こ
と
を
ば
、
わ
れ
も
と
よ
り

知
り
た
る
事
の
や
う
に
こ
と
人
に
も
語
り
し
ら
ぶ

る
も
い
と
に
く
し
。
物
聞
か
ん
と
思
ふ
ほ
ど
に
泣

く
ち
こ
。
鳥
の
あ
つ
ま
り
て
飛
び
ち
が
ひ
、
さ
め

あ⑳き

な た

がる
ち o

な 忍⑳

る び

所で
に く
隠 る

し 人

ふ 見
せ し
た り
る て

人 ほ

の ゆ

い る

御
馳
走
に
出
会
わ
し
た

の
に
お
腹
の
具
合
が
わ

る
い
。
夜
っ
ぴ
で
酒
も

り
し
て
楽
し
ん
で
る

時
、
酒
樽
が
空
に
な
る
。

上
役
に
御
目
に
か
か
っ

て
い
ざ
御
辞
儀
と
い
う

折
、
背
中
が
急
に
む
つ

か
ゆ
く
っ
て
や
り
き
れ

ぬ
。
ば
く
ち
を
打
っ
て
、

今
一
息
で
見
事
勝
と
う

と
し
て
い
る
時
、
燈
火

の
油
が
き
れ
て
真
暗
に

な
り
場
が
見
え
ぬ
。
井

戸
さ
ら
え
の
男
が
仕
事

中
、
急
に
厨
に
行
き
た

く
な
っ
た
。
逐
つ
ば

ら
っ
て
も
帰
っ
て
く
れ

ぬ
貧
之
な
ご
ろ
つ
き
の

親
戚
。

サ
ロ
ン
の
文
芸
活
動
つ
づ
き
1
李
義
山
雑
纂
・
義
山
詩
集
と
枕
草
子
・
清
少
納
言
集
1

び
き
し
た
る
。
ま
た
、
忍
び
来
る
所
に
、
長
鳥
帽

子
し
て
、
さ
す
が
に
 
に
見
え
じ
と
ま
と
ひ
入
る

ほ
ど
に
、
物
に
つ
き
さ
は
り
て
そ
よ
う
と
い
は
せ

た
る
。
…
…

ね
ぶ
た
し
と
思
ひ
て
臥
し
た
る
に
、
蚊
の
ほ
そ
声

に
わ
び
し
げ
に
名
の
り
て
、
顔
の
ほ
ど
に
飛
び
あ

り
く
、
羽
重
さ
へ
そ
の
身
の
ほ
ど
に
あ
る
こ
そ
い

と
に
く
け
れ
。
き
し
め
く
 
に
の
り
て
あ
り
く
。

耳
も
き
か
ぬ
に
や
あ
ら
ん
と
い
と
に
く
し
・
誓

い
ま
く
る

物
語
す

：乗

閧
ｽ
る者 る は

Q に 、

す
、 そ

べ
さ の

て し 車

さ 出 ㊧
し で 王

い し さ

で て へ
は わ に

童 れ く

も
大
人
も

ひ
と
り
さ

』
ま
桑

い
と
に
く
し
。
あ
か
ら
さ
ま
に
き
た
る
子
ど
も
、

童
を
見
入
れ
ら
う
た
が
り
て
、
を
か
し
き
も
の
取

ら
せ
な
ど
す
る
に
、
な
ら
ひ
て
つ
ね
に
来
つ
つ
ゐ

入
り
て
、
調
度
う
ち
散
ら
し
ぬ
る
い
と
に
く
し
q

家
に
て
も
、
宮
仕
所
に
て
も
、
あ
は
で
あ
り
な
ん

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ド

と
思
ふ
人
の
来
た
る
に
、
そ
ら
寝
を
し
た
る
を
、

わ
が
も
と
に
あ
る
者
、
起
し
に
よ
り
来
て
、
い
ぎ

た
な
し
と
思
ひ
顔
に
ひ
き
ゆ
る
が
し
た
る
。
い
と

に
く
し
。
い
ま
ま
み
り
の
さ
し
こ
え
て
、
物
知
り

顔
に
教
へ
や
う
な
る
こ
と
い
ひ
、
う
し
ろ
み
た
る
、

い
と
に
く
し
。
…
…

蚤
も
い
と
に
く
し
。
衣
の
下
に
を
ど
り
あ
り
き
て
、
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第
二
十
三
難
容

僧
堂
対
風
塵
笑
語
。
僕

人
学
措
大
膿
血
。
卑
幼

傲
尊
長
。
僕
妾
携
言
語
。

武
人
村
夫
学
書
語
。

○
ゆ
る
せ
ぬ
も
の

僧
侶
が
芸
者
と
笑
い
ば

な
し
。
下
男
が
書
生
の

様
子
を
ま
ね
る
。
年
少

の
者
が
目
上
に
傲
慢
な

の
。
下
男
や
妾
が
口
出

す
る
。
軍
人
や
百
姓
の

漢
語
つ
か
い
。

第
二
十
二
不
可
過

⑭夏
寒
肥
漢
。
入
舎
妻
悪
。

遭
貧
酷
上
官
。
悪
俗
同

 
 
⑭

僚
。
大
暑
渉
長
途
。
対

も
た
ぐ
る
や
う
に
す
る
。
犬
の
も
ろ
声
に
な
が
な

が
と
な
き
あ
げ
た
る
。
ま
が
ま
が
し
く
さ
へ
に
く

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
た

し
。
あ
け
て
出
で
入
る
所
、
閉
て
ぬ
人
い
と
に
く

し
。

一
〇
一
見
苦
し
き
も
の

衣
の
背
底
ひ
か
た
に
よ
せ
て
着
た
る
。
ま
た
の
け

く
び
し
た
る
。
例
な
ら
ぬ
人
の
前
に
子
負
ひ
て
出

で
来
る
者
。
法
師
・
陰
陽
師
の
紙
冠
り
し
て
祓
へ

し
た
る
。
色
黒
う
に
く
げ
な
る
女
の
か
づ
ら
し
た

る
と
、
髪
が
ち
に
か
じ
け
や
せ
た
る
男
と
、
夏
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑭

昼
寝
し
た
る
こ
そ
い
と
見
苦
し
け
れ
。
な
に
の
見

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
④

る
か
ひ
に
て
さ
て
副
い
た
る
な
ら
ん
。
…
…
ま
た

み
な
お
し
な
べ
て
さ
る
事
と
な
り
に
た
れ
ば
、
わ

れ
に
く
げ
な
り
と
て
起
き
る
る
べ
き
に
も
あ
ら
ず

か
し
。
…
…
夏
、
昼
ね
し
て
起
き
た
る
は
、
よ
き

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一

人
こ
そ
い
ま
す
こ
し
を
か
し
け
れ
。
え
せ
か
た
ち

 
 
 
 
 
 
ま

は
つ
や
め
き
寝
腫
れ
て
よ
う
せ
ず
は
、
頬
ゆ
が
み

も
し
ぬ
べ
し
。
か
た
み
に
う
ち
み
か
は
し
た
ら
ん

ほ
ど
の
生
け
る
か
ひ
な
さ
や
。
や
せ
色
黒
き
人
の

生
絹
の
単
衣
き
た
る
、
い
と
見
苦
し
。

二
一
す
さ
ま
じ
き
も
の

⑩昼
ほ
ゆ
る
犬
。
春
の
網
代
。
三
四
月
の
紅
梅
の
衣
。

牛
死
に
た
る
牛
飼
。
ち
こ
亡
く
な
り
た
る
産
屋
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑭

火
お
こ
さ
ぬ
炭
櫃
地
火
炉
。
博
士
の
う
ち
つ
づ
き

イ
粗

轟
人
久
坐
。
舟
中
雨
漏
。

茅
屋
不
稼
湿
。
守
令
好

尋
事
。

○
や
り
き
れ
な
い
も
の

夏
の
問
の
肥
り
じ
し
。

家
に
帰
れ
ば
悪
妻
。
貧

酷
な
上
役
に
仕
え
る
は

め
に
な
る
。
柄
の
わ
る

い
同
僚
。
炎
暑
に
長
道

中
。
粗
野
な
人
と
長
く

対
坐
す
る
の
。
舟
の
中

の
雨
も
り
。
茅
屋
の
中

が
汚
く
じ
め
じ
め
し
て

い
る
。
長
官
の
詮
索
好

き
。第

三
十
一
非
礼

呼
児
孫
表
徳
。
母
春
潮

舅
作
事
陽
。
対
父
母
呼

妻
弟
。
叢
書
話
怪
尊
長
。

 
 
イ
ロ
却
 
 
 
 
 
イ
ロ
笹

祭
亡
人
郡
動
楽
。
径
入

他
人
房
閾
。

○
無
礼
な
も
の

自
分
の
子
や
孫
の
事
を

ほ
め
た
て
る
。
母
が
あ

 
 
 
 
 
 
 
 
⑭

女
子
生
ま
せ
た
る
。
方
違
へ
に
行
き
た
る
に
、
あ

る
じ
せ
ぬ
所
。
ま
い
て
節
分
な
ど
は
い
と
す
さ
ま

じ
。 

の
国
よ
り
お
こ
せ
た
る
文
の
物
な
き
。
京
の
を

も
さ
こ
そ
思
ふ
ら
め
。
さ
れ
ど
、
そ
れ
は
ゆ
か
し

き
事
ど
も
を
も
書
き
集
め
、
世
に
あ
る
事
な
ど
を

も
聞
け
ば
い
と
よ
し
。
人
の
も
と
に
わ
ざ
と
清
げ

に
書
き
て
や
り
つ
る
文
の
返
り
ご
と
、
い
ま
は
も

て
来
ぬ
ら
ん
か
し
。
あ
や
し
う
お
そ
き
と
待
つ
ほ

ど
に
、
あ
り
つ
る
文
、
立
文
を
も
結
び
た
る
も
、

い
と
き
た
な
げ
に
と
り
な
し
ふ
く
だ
め
て
、
上
に

引
き
た
り
つ
る
墨
な
ど
消
え
て
、
「
お
は
し
ま
さ

ざ
り
け
り
」
。
も
し
は
「
御
物
忌
と
て
取
り
入
れ
ず
」

と
い
ひ
て
、
も
て
帰
り
た
る
、
い
と
わ
び
し
く
す

さ
ま
じ
。
ま
た
、
か
な
ら
ず
来
べ
き
人
の
も
と
に
、

車
を
や
り
て
待
つ
に
来
る
心
す
れ
ば
、
さ
な
な
り

と
人
々
出
で
て
見
る
に
、
車
宿
り
に
さ
ら
に
引
き

入
れ
で
、
韓
ほ
う
と
う
ち
お
ろ
す
を
、
「
い
か
に
ぞ
」

と
問
へ
ば
、
「
今
日
は
外
へ
お
は
し
ま
す
と
て
、

わ
た
り
た
ま
は
ず
」
な
ど
う
ち
い
ひ
て
、
牛
の
か

ぎ
り
引
き
出
で
て
往
ぬ
る
。
ま
た
家
の
内
な
る
男

君
の
来
ず
な
り
ぬ
る
、
い
と
す
さ
ま
じ
。
さ
る
べ

き
人
の
宮
仕
す
る
が
り
や
り
て
恥
つ
か
し
と
思
ひ

み
た
る
も
、
い
と
あ
い
な
し
。
乳
児
の
乳
母
の
、
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る
の
に
伯
叔
父
（
母
方

の
）
事
を
溜
陽
と
い
う

の
。
父
母
の
前
で
妻
の

弟
を
呼
ぶ
。
妻
の
口
ば

か
り
信
じ
て
目
上
の
人

を
疑
う
。
亡
く
な
っ
た

人
を
祭
り
な
が
ら
遊
び

半
分
。
他
人
の
部
屋
に

ず
か
ず
か
入
る
の
。

第
十
九
殺
風
景

花
期
喝
道
。
看
花
墜
下
。

 
 
 
 
イ
ロ
却

苔
上
鋪
席
。
研
郡
垂
楊
。

⑳
⑪

花
下
穿
棍
。
游
春
重
載
。

石
筍
繋
馬
。
月
下
把
火
。

妓
良
説
俗
事
。
果
園
種

菜
。
背
山
追
贈
。
花
架

下
壮
美
鴨
。

 
 
 
 
 
 

対
花
畷
茶
。
煮
鶴
焼
琴

○
風
情
を
こ
わ
す
も
の

花
の
下
で
の
お
先
払

い
。
花
を
み
て
泣
く
。

苔
の
上
に
席
を
し
く

の
。
し
だ
れ
柳
を
切
り

す
て
る
。
花
の
下
に
揮

た
だ
あ
か
ら
さ
ま
に
と
て
、
出
で
ぬ
る
ほ
ど
、
と

か
く
慰
め
て
、
「
と
く
来
」
と
言
ひ
や
り
た
る
に
、

「
今
宵
は
え
ま
み
る
ま
じ
」
と
て
返
し
お
こ
せ
た

る
は
、
す
さ
ま
じ
き
の
み
な
ら
ず
、
い
と
に
く
く

わ
り
な
し
。
如
意
ふ
る
男
、
ま
い
て
い
か
な
ら
ん
。

待
つ
人
あ
る
所
に
、
夜
す
こ
し
ふ
け
て
、
忍
び
や

か
に
門
た
た
け
ば
、

胸
す
こ
し
つ
ぶ
れ
て
、

 
S

人
出

だ
し
て
問
は
す
る
に
、
 
あ
ら
ぬ
よ
し
な
き
者
の
、

名
の
り
し
て
来
た
る
も
、
か
へ
す
が
へ
す
す
き
ま

じ
と
い
ふ
は
お
ろ
か
な
り
。

験
者
の
物
の
画
調
ず
と
て
、
い
み
じ
う
し
た
り
顔

に
独
鈷
や
数
珠
な
ど
持
た
せ
、
蝉
の
声
し
ぼ
り
出

だ
し
て
読
み
み
た
れ
ど
、
い
さ
さ
か
さ
り
げ
も
な

く
、
護
法
も
つ
か
ね
ば
、
あ
つ
ま
り
ゐ
念
じ
た
る

に
、
男
も
女
も
あ
や
し
と
思
ふ
に
、
時
の
か
は
る

ま
で
読
み
困
じ
て
、
「
さ
ら
に
つ
か
ず
、
立
ち
ね
」

と
て
、
数
珠
取
り
返
し
て
、
「
あ
な
、
い
と
験
な

し
や
」
と
う
ち
い
ひ
て
、
額
よ
り
か
み
ざ
ま
に
さ

く
り
あ
げ
、
あ
く
び
お
の
れ
う
ち
し
て
、
よ
り
ふ

し
ぬ
る
。
い
み
じ
う
ね
ぶ
た
し
と
思
ふ
に
、
い
と

し
も
覚
え
ぬ
人
の
、
お
し
お
こ
し
て
、
せ
め
て
も

の
い
ふ
こ
そ
い
み
じ
う
す
さ
ま
じ
け
れ
。
馳

除
目
に
司
得
ぬ
人
の
家
。
今
年
は
か
な
ら
ず
と
聞

き
て
、
は
や
う
あ
り
し
者
ど
も
の
ほ
か
ほ
か
な
り

を
ほ
す
の
つ
行
楽
の
春

に
重
い
荷
物
。
石
筍
に

馬
を
繋
ぐ
。
月
下
に
燈

火
を
と
も
す
。
芸
者
を

あ
げ
て
遊
ぶ
席
で
金
儲

け
ば
な
し
。
果
樹
園
に

野
菜
を
作
る
。
山
を
後

に
高
楼
を
た
て
る
。
花

の
下
に
鶏
や
鴨
を
飼
う

の
。

第
二
十
七
悶
掲
人

請
貴
客
不
来
。
悪
客
不

請
却
来
。
被
酔
人
纏
住

 
 
 
⑭

不
放
。
物
賎
無
銭
買
。

出
門
逢
債
主
。
与
讐
家

対
坐
。
大
暑
逢
悪
客
。

美
麗
妬
妻
。

○
人
の
気
を
い
ら
い
ら

さ
せ
る
も
の

高
貴
の
人
を
招
待
し
て

来
て
く
れ
ぬ
。
 
迷
惑

な
客
は
招
き
も
し
な
い

の
に
自
分
か
ら
来
る
。

酔
っ
ぱ
ら
い
に
ま
と
い

サ
ロ
ン
の
文
芸
活
動
つ
づ
き
一
李
義
山
雑
纂
・
義
山
詩
集
と
枕
草
子
・
清
少
納
言
集
一

据
る
、
田
舎
だ
ち
た
る
所
に
住
む
者
ど
も
な
ど
、

み
な
あ
つ
ま
り
来
て
、
出
で
入
る
車
の
韓
も
隙
な

く
見
え
、
物
詣
で
す
る
供
に
、
わ
れ
も
わ
れ
も
と

ま
る
り
っ
か
う
ま
つ
り
物
食
ひ
、
酒
の
み
、
の
の

し
り
あ
へ
る
に
、
は
つ
る
暁
ま
で
、
門
た
た
く
音

も
せ
ず
、
あ
や
し
う
な
ど
、
耳
立
て
て
聞
け
ば
、

さ
 
 
き

前
駆
お
ふ
声
々
な
ど
し
て
上
達
部
な
ど
み
な
出
で

た
ま
ひ
ぬ
。
も
の
聞
き
に
宵
よ
り
寒
が
り
わ
な
な

き
を
り
け
る
下
衆
男
、
い
と
も
の
う
げ
に
あ
ゆ
み

来
る
を
、
見
る
者
ど
も
は
、
え
問
ひ
だ
に
問
は
ず
、

外
よ
り
来
た
る
者
な
ど
ぞ
、
「
殿
は
な
に
・
か
な

ら
せ
た
ま
ひ
た
る
」
な
ど
問
ふ
に
、
い
ら
へ
に
は

「
な
に
の
前
司
に
こ
そ
は
」
な
ど
ぞ
い
ら
ふ
る
。

ま
こ
と
に
た
の
み
け
る
者
は
、
い
と
な
げ
か
し
と

思
へ
り
。
つ
と
め
て
に
な
り
て
、
ひ
ま
な
く
居
り

つ
る
者
ど
も
、
一
人
二
人
す
べ
り
出
で
て
往
ぬ
。

古
き
者
ど
も
の
、
さ
も
え
行
き
は
な
る
ま
じ
き
は
、

来
年
の
寸
々
、
手
を
を
り
て
う
ち
か
ぞ
へ
な
ど
し

て
ゆ
る
ぎ
あ
り
き
た
る
も
、
い
と
ほ
し
う
す
さ
ま

じ
げ
な
り
。

よ
ろ
し
う
よ
み
た
る
と
思
ふ
歌
を
、
人
の
も
と
に

や
り
た
る
に
、
返
し
せ
ぬ
。
…
…
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つ
か
れ
て
離
れ
ら
れ

ぬ
。
安
い
品
物
が
あ
る

の
に
買
ヶ
金
が
な
い
。

家
を
出
た
拍
子
に
借
金

取
り
に
会
う
。
嫌
い
な

奴
と
対
坐
。
猛
暑
に
嫌

な
客
。
美
人
の
妾
が
冬

越
を
妬
く
の
。

第
七
不
得
已

忍
病
飲
酒
。
大
暑
赴
會
。

掩
意
打
児
女
。
流
汗
拝

礼
。
忍
痛
青
倉
。
為
童

画
愛
寵
。
書
崩
迎
謁
。

老
乞
休
致
。
窮
寺
院
待

客
。○

や
む
を
え
な
い
こ
と

病
気
を
お
し
て
酒
を
飲

む
。
暑
い
さ
か
り
に
会

合
に
出
る
。
感
情
を
こ

ろ
し
て
可
愛
い
い
子
を

ぶ
つ
。
汗
だ
く
で
礼
儀

を
す
る
。
痛
い
の
を
我

慢
し
て
灸
を
す
え
る
。

妻
に
気
兼
ね
し
て
お
も

八
七
ね
た
き
も
の

人
の
も
と
に
こ
れ
よ
り
や
る
も
、
人
の
返
事
も
、

書
き
て
や
り
つ
る
後
、
文
字
一
つ
二
つ
思
ひ
な
ほ

し
た
る
。
と
み
の
物
縫
ふ
に
、
か
し
こ
う
縫
ひ
つ

と
思
ふ
に
、
金
を
引
き
 
き
つ
れ
ば
、
は
や
く
尻

を
結
ば
ざ
り
け
り
。
又
か
へ
さ
ま
に
ぬ
ひ
た
る
も

ね
た
し
…
…
お
も
し
ろ
き
萩
・
薄
な
ど
を
植
ゑ
て

見
る
ほ
ど
に
、
長
櫃
も
た
る
者
、
鋤
な
ど
ひ
き
さ

げ
て
、
た
だ
掘
り
に
掘
り
て
往
ぬ
る
こ
そ
わ
び
し

う
ね
た
け
れ
。
よ
ろ
し
き
人
な
ど
の
あ
る
時
は
さ

も
せ
ぬ
も
の
を
い
み
じ
う
制
す
れ
ど
ハ
「
た
だ
す

こ
し
」
な
ど
う
ち
言
ひ
て
往
ぬ
る
、
い
ふ
か
ひ
な

く
ね
た
し
。
…
…

い
も
の
を
叱
る
。
暑
さ

を
堪
え
て
客
迎
え
。
年

と
っ
て
退
官
を
願
う
。

貧
乏
寺
の
お
客
事
。

第
二
十
不
忍
聞

孤
館
猿
暗
。
市
井
稼
語
。

旅
店
秋
砧
声
。
少
婦
突

夫
。
老
人
実
子
。
落
第

後
喜
鶴
。
乞
児
夜
号
。

居
喪
聞
楽
声
。
纏
及
第

便
杢
。

○
き
く
に
堪
え
な
い
も

の淋
し
い
は
た
ご
で
猿
の

暗
く
。
町
の
が
や
が
や

話
。
秋
の
は
た
ご
で
聞

く
砧
の
音
。
若
い
妻
が

夫
を
亡
く
し
て
泣
く

の
。
老
人
が
子
に
先
立

た
れ
て
泣
く
。
試
験
に

お
ち
た
の
に
め
で
た
い

鵠
の
声
。
乞
食
が
夜
な

く
の
。
喪
中
に
き
く
楽

し
げ
な
音
楽
。
や
っ
と

（
＝
一
あ
は
れ
な
る
も
の
）

孝
あ
る
人
の
子
。
よ
き
男
の
若
き
が
御
嶽
清
げ
な

る
が
い
と
黒
き
衣
着
た
る
こ
そ
あ
は
れ
な
れ
。
九

月
晦
日
、
十
月
一
日
の
ほ
ど
に
、
た
だ
あ
る
か
な

き
か
に
聞
き
つ
け
た
る
き
り
ぎ
り
す
の
声
。
鶏
の

子
い
だ
き
て
伏
し
た
る
。
秋
深
き
庭
の
浅
茅
に
露

の
い
ろ
い
ろ
の
玉
の
や
う
に
置
き
た
る
。
夕
暮
・

暁
に
川
竹
の
風
に
吹
か
れ
た
る
、
目
さ
ま
し
聞
き

た
る
。
ま
た
夜
な
ど
も
す
べ
て
9
山
里
の
雪
。
思

ひ
か
は
し
た
る
若
き
人
の
な
か
の
せ
く
か
た
あ
り

て
心
に
も
ま
か
せ
ぬ
。
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試
験
に
合
格
し
た
の
に

ぽ
っ
く
り
死
ん
だ
話
。

第
十
八
惇
憶

犯
人
忌
諺
。
卑
見
国
家
。

欠
遺
野
蚕
右
翼
。
参
謁

失
礼
。
醒
後
聞
酔
語
。

○
あ
わ
て
て
ど
う
し
ょ

う
と
お
も
う
も
の

そ
の
人
に
言
っ
て
は
な

ら
ぬ
事
を
言
っ
た
折
。

ひ
ょ
っ
こ
り
か
た
き
に

出
会
う
。
借
金
を
返
済

せ
ぬ
中
に
金
主
に
出
会

す
。
高
貴
の
前
に
出
て

無
礼
を
し
で
か
し
た

の
。
酔
が
さ
め
て
後
、

よ
っ
ぱ
ら
っ
て
口
に
し

た
事
を
人
に
い
わ
れ

る
。

 
枕
草
子
は
、

し
」

と
も
、

一
四
一
胸
つ
ぶ
る
る
も
の

く
ら
べ
む
ま

競
馬
み
る
。
元
結
よ
る
。
親
な
ど
の
心
地
あ
し

と
て
例
な
ら
ぬ
け
し
き
な
る
。
…
…
物
言
は
ぬ
乳

児
の
な
き
入
り
て
、
乳
も
の
ま
ず
、
乳
母
の
抱
く

に
も
や
ま
で
久
し
き
。
例
の
所
な
ら
ぬ
所
に
て
、

こ
と
に
ま
た
い
ち
じ
る
か
ら
ぬ
人
の
声
聞
き
つ
け

た
る
は
こ
と
わ
り
、
こ
と
人
な
ど
の
そ
の
う
へ
な

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一

ど
言
ふ
に
も
ま
つ
こ
そ
つ
ぶ
る
れ
。
い
み
じ
う
に

く
き
人
の
来
た
る
に
も
、
ま
た
つ
ぶ
る
。

あ
や
し

 
よ
 
べ

く
つ
ぶ
れ
が
ち
な
る
も
の
は
胸
こ
そ
あ
れ
。
昨
夜

来
は
じ
め
た
る
人
の
、
今
朝
の
文
の
お
そ
き
は
、

人
の
た
め
に
さ
へ
っ
ぶ
る
。

二
四
二
せ
め
て
お
そ
ろ
し
き
も
の

夜
鳴
る
神
。
近
き
隣
に
盗
人
の
入
り
た
る
。
…
…

近
き
火
、
ま
た
お
そ
ろ
し
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ニ
ろ

 
 
 
 
 
 
「
春
は
曙
…
…
雨
な
ど
ふ
る
も
を
か
し
…
…
」
「
比
は
…
…
を
か

 
 
「
山
は
・
…
-
を
か
し
け
れ
」
と
い
う
よ
う
に
、
「
を
か
し
」
と
明
示
し
な
く

 
 
 
「
を
か
し
」
と
思
う
も
の
、
事
象
を
列
挙
す
る
立
場
で
あ
る
。
そ
れ
が
、

「
い
み
じ
う
き
た
な
き
も
の
」
「
に
く
き
も
の
」
な
ど
と
、
お
よ
そ
、
を
か
し
の

対
象
と
は
な
り
に
く
い
、
そ
の
反
対
の
、
醜
悪
、
不
快
、
腹
立
た
し
い
等
々
、

筆
者
が
、
か
り
に
名
づ
け
て
い
う
、
「
不
快
感
系
列
」
の
素
材
を
も
っ
て
く
る
。

そ
れ
は
何
故
か
。
『
枕
草
子
論
』
で
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
清
少
納
言
は
、

人
間
に
、
人
間
の
い
と
な
み
、
心
の
う
ご
き
、
人
間
社
会
に
、
彼
女
が
自
然
界

に
注
い
だ
と
同
じ
よ
う
に
深
い
関
心
と
愛
情
と
を
も
っ
て
い
る
。
愛
す
べ
き
此

の
卑
小
な
る
入
間
存
在
の
、
一
見
、
醜
い
、
ぶ
ざ
ま
さ
も
、
情
な
さ
も
、
清
少

納
言
の
手
に
か
か
っ
て
、
枕
草
子
の
一
段
と
な
る
と
、
そ
れ
ら
は
、
全
く
、
不

快
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
一
味
違
っ
た
風
あ
い
の
快
感
、
面
白
味
を
す
ら
将
来

す
る
、
そ
れ
を
承
知
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

 
さ
て
、
「
を
か
し
」
の
文
芸
枕
草
子
の
中
に
は
、
不
快
感
系
素
材
が
、
前
掲
（
）

印
、
3
5
一
獅
約
一
割
強
 
介
在
す
る
。
そ
れ
以
外
は
、
殆
ど
凡
て
、
「
を
か
し
」

と
思
う
素
材
を
扱
う
の
で
あ
る
が
、
そ
の
中
で
も
特
別
に
讃
美
し
た
い
も
の
は
、

「
め
で
た
き
も
の
」
、
「
う
つ
く
し
き
も
の
」
等
、
快
感
系
列
の
2
2
段
が
あ
る
。

本
来
の
、
優
美
、
繊
細
で
精
緻
な
美
1
（
自
然
や
人
間
の
容
姿
、
心
の
動
き
、

行
動
の
）
1
の
中
に
、
不
快
感
系
列
の
章
段
は
、
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
、
快
よ
い
風

あ
い
、
ほ
ろ
苦
く
回
し
い
人
の
世
の
、
し
み
じ
み
と
し
た
味
わ
い
を
加
味
し
て

い
る
。
枕
草
子
一
篇
は
実
に
複
雑
で
短
兵
の
あ
る
人
間
の
味
、
つ
ま
り
人
間
美

と
自
然
美
を
綴
る
。

 
義
山
雑
纂
で
は
、
快
感
系
列
素
材
は
1
段
の
み
。
不
快
感
系
列
は
2
5
一
4
2
、

つ
ま
り
4
一
7
を
し
め
、
そ
れ
は
直
ち
に
、
前
掲
の
よ
う
に
、
我
慢
な
ら
ぬ
人

間
の
ぶ
ざ
ま
な
心
性
、
行
動
を
鋭
く
指
摘
し
、
指
弾
す
る
。
教
誠
し
ょ
う
と
す

る
。
外
に
ま
た
、
教
訓
性
の
強
い
章
段
が
1
6
【
4
2
存
在
す
る
の
で
あ
る
。

 
枕
草
子
で
は
、
人
間
の
ぶ
ざ
ま
さ
、
鼻
も
ち
な
ら
ぬ
横
柄
さ
も
、
採
り
あ
げ

ら
れ
る
と
、
一
味
違
っ
た
お
も
し
ろ
さ
、
快
感
を
将
来
す
る
。
．
美
に
変
え
て
し

ま
う
芸
で
あ
る
。
清
少
納
言
の
人
間
に
対
す
る
愛
が
そ
う
さ
せ
る
。
義
山
雑
纂

サ
ロ
ン
の
文
芸
活
動
つ
づ
き
1
李
義
山
雑
纂
・
義
山
詩
集
と
枕
草
子
・
清
少
納
言
集
1
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は
人
を
許
さ
ぬ
。
醜
悪
と
し
て
摘
発
し
、
指
弾
し
、
教
誠
す
る
。
こ
こ
に
両
者

の
根
本
的
相
違
が
あ
る
。
（
●
s
共
通
事
項
）

 
 
 
日
 
教
訓
性
と
人
間
批
判

四
四
『
君
は
人
か
ら
よ
く
お
も
わ
れ
た
い
か
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
君
の
よ
さ
を

 
 
 
 
 
 
 
 
 
の

人
に
語
っ
て
は
な
ら
な
い
』

モ
ン
テ
ー
ニ
ュ
 
三
八
「
自
分
の
こ
と
を
し
ゃ
べ
れ
ば
き
っ
と
掲
を
す
る
。
自
分
に

対
す
る
非
難
は
必
ず
ふ
え
称
讃
は
へ
る
」
（
パ
ン
セ
上
野
彫
効
麟
3
7
酵
田
穣
訳
）

の
よ
う
に
、
十
六
世
紀
フ
ラ
ン
ス
の
モ
ラ
リ
ス
ト
達
1
（
モ
ン
テ
ー
ニ
ュ
、
パ

ス
カ
ル
、
フ
ォ
ン
テ
ー
ヌ
、
ロ
シ
ュ
フ
コ
ォ
）
一
は
、
『
特
に
人
間
性
の
諸
傾

向
と
諸
習
慣
と
を
研
究
す
る
作
家
』
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
人
間
に
つ
い
て
の

気
の
利
い
た
探
求
が
、
随
想
録
風
に
縷
々
語
り
出
さ
れ
る
。
箴
言
集
と
訳
出
さ

れ
る
よ
う
に
、
そ
れ
ら
に
は
、
東
洋
の
家
訓
類
1
「
顔
氏
家
訓
」
、
こ
と
に
「
子

孫
汝
等
」
の
た
め
に
書
き
記
し
た
吉
氏
「
私
教
類
聚
」
や
「
十
訓
抄
」
1
、
家

記
類
一
「
紀
家
集
」
、
「
善
家
秘
記
」
一
、
雑
纂
類
1
「
義
山
雑
纂
」
以
下
諸
雑

纂
1
、
更
に
は
ま
た
、
枕
草
子
の
一
面
と
、
相
通
じ
る
も
の
が
認
め
ら
れ
る
。

共
に
、
人
間
存
在
と
い
う
も
の
に
、
限
り
な
い
興
味
関
心
を
も
っ
て
書
か
れ
た

も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

 
モ
ン
テ
ー
ニ
ュ
の
随
想
録
は
、
殊
に
打
聞
風
の
興
味
あ
る
故
事
に
み
ち
て
お

り
、
そ
れ
を
引
用
し
て
批
判
す
る
や
り
方
は
、
屡
々
、
枕
草
子
に
も
見
う
け
ら

れ
る
。
た
と
え
ば
、

○
右
衛
門
尉
な
り
け
る
者
の
え
せ
な
る
男
親
を
…
…

○
蟻
通
明
神
、
貫
之
が
馬
の
わ
づ
ら
ひ
け
る
に
…
…

○
円
融
院
の
御
時
…
…

○
村
上
の
先
帝
の
御
匙
に
雪
の
い
み
じ
う
降
り
…
…

と
、
過
去
の
、
或
は
現
代
の
事
件
、
事
象
に
深
い
関
心
を
も
っ
て
、
批
判
論
評

を
試
み
る
様
式
と
、
甚
だ
似
て
い
る
。

 
モ
ラ
リ
ス
ト
達
の
箴
言
集
、
義
山
雑
纂
の
家
訓
的
・
教
誠
的
志
向
に
通
じ
る

枕
草
子
の
人
間
批
判
は
、
前
掲
、
○
に
く
き
も
の
①
「
い
っ
か
若
や
か
な
る
人

な
ど
さ
は
し
た
り
し
…
」
②
式
部
の
大
夫
な
ど
い
ひ
し
が
せ
し
な
り
…
③
そ
れ

は
し
も
ま
こ
と
に
よ
き
人
の
し
た
ま
ひ
し
を
見
し
か
ば
心
づ
き
な
し
と
思
ふ
な

り
…
④
す
べ
て
さ
し
出
で
は
童
も
大
人
も
い
と
に
く
し
…
 
○
宮
仕
人
な
ど
の

も
と
に
来
な
ど
す
る
男
の
そ
こ
に
て
物
食
ふ
こ
そ
い
と
わ
う
け
れ
…
 
○
文
の

詞
な
め
き
人
こ
そ
い
と
に
く
け
れ
…

の
よ
う
に
、
い
み
じ
う
心
づ
き
な
き
も
の
、
は
し
た
な
き
も
の
、
に
く
き
も
の
、

に
げ
な
き
も
の
、
と
批
判
す
る
が
、
そ
れ
ら
は
、
あ
く
ま
で
も
私
的
な
好
悪
の

感
情
と
し
て
表
出
す
る
。
主
観
的
立
場
を
と
る
も
の
の
、
普
遍
的
真
理
乃
至
大

方
の
協
賛
を
え
ら
れ
る
も
の
、
と
の
確
信
を
も
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ

だ
け
悪
口
を
書
い
て
お
け
ば
、
読
者
に
、
そ
ん
な
「
心
ば
せ
け
に
く
き
人
」
は

出
な
い
で
あ
ろ
う
、
と
の
思
惑
が
う
か
が
え
る
。
「
恥
し
き
も
の
」
の
條
の
「
男

は
…
…
さ
す
が
に
人
の
上
を
も
ど
き
物
を
い
と
よ
く
い
ふ
さ
ま
よ
。
こ
と
に
た

の
も
し
き
人
な
き
宮
仕
人
な
ど
を
か
た
ら
ひ
て
、
た
だ
な
ら
ず
な
り
ぬ
る
あ
り

さ
ま
を
、
き
ょ
く
し
ら
で
な
ど
も
あ
る
は
」
は
、
甚
だ
娩
曲
な
、
当
代
軽
薄
男

子
批
判
、
非
難
で
あ
る
。
結
果
と
し
て
、
「
か
く
か
く
の
行
為
・
態
度
・
心
得

は
感
心
し
ま
せ
ん
ね
え
」
と
皮
肉
ま
じ
り
に
教
訓
さ
れ
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

 
義
山
雑
纂
で
は
、
第
三
十
七
教
子
「
習
祖
業
。
立
言
不
回
。
知
礼
義
廉
恥
。

精
修
六
芸
。
談
対
明
敏
。
進
退
威
儀
。
忠
良
恭
倹
。
孝
敬
慈
恵
。
博
学
廣
覧
。

交
遊
賢
者
。
…
…
」
第
三
十
八
三
女
「
習
女
工
。
議
論
酒
食
。
温
良
恭
倹
。
修

飾
容
儀
。
学
書
学
算
。
小
心
軟
語
。
閨
房
貞
潔
。
不
唱
詞
曲
。
聞
事
不
傳
。
善
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事
尊
長
。
」
第
四
十
一
無
見
識
。
第
十
二
失
本
体
。
第
十
五
護
人
語
。
第
二
十

八
凝
頑
。
第
二
十
九
愚
昧
。
第
三
十
四
須
貧
。
第
三
十
五
必
富
。
第
三
十
六
有

知
能
。
第
三
十
九
失
去
就
。
第
四
十
二
要
小
羊
便
宜
等
、
教
訓
性
が
強
く
、
手

き
び
し
い
。

 
さ
て
、
人
間
の
常
と
し
て
、
「
か
く
か
く
し
て
は
い
け
な
い
」
と
い
う
い
き

方
は
、
と
か
く
反
擾
を
お
ぼ
え
さ
せ
る
嫌
い
が
あ
る
。
第
一
、
右
の
諸
彦
は
、

 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
へ

一
寸
も
面
白
く
な
い
。
枕
草
子
は
、
「
私
は
…
…
す
る
の
は
嫌
い
。
…
…
は
憎
い
っ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
み
そ
ぎ

た
ら
な
い
わ
」
と
い
う
態
度
。
一
＝
二
い
み
じ
う
心
づ
き
な
き
も
の
「
祭
・
襖

な
ど
、
す
べ
て
の
男
の
も
の
み
る
に
、
た
だ
一
人
乗
り
て
見
る
こ
そ
あ
れ
。
州

か
な
る
心
に
か
あ
ら
ん
。
や
ん
ご
と
な
か
ら
ず
と
も
、
若
き
男
な
ど
の
、
ゆ
か

し
が
る
を
も
ひ
き
乗
せ
よ
が
し
。
す
き
影
に
た
だ
一
人
、
た
だ
よ
ひ
て
心
ひ
と

つ
に
ま
ぼ
り
み
た
ら
ん
よ
。
い
か
ば
か
り
起
せ
ば
く
け
に
く
き
な
ら
ん
と
そ
覚

ゆ
る
…
…
」
読
者
は
、
思
わ
ず
共
感
し
、
楽
し
く
な
る
。
そ
ん
な
こ
と
は
し
な

く
な
る
。
効
果
思
う
べ
し
で
あ
る
。

 
モ
ン
テ
ー
ニ
ュ
達
モ
ラ
リ
ス
ト
の
随
想
録
に
は
、
人
間
そ
の
も
の
に
、
い
か

に
深
い
関
心
を
も
っ
て
い
た
か
、
想
像
さ
れ
る
が
、
枕
草
子
が
も
つ
美
の
追
求

の
精
神
、
こ
と
に
自
然
美
の
追
求
、
自
然
へ
の
深
い
興
味
関
心
、
し
た
が
っ
て

鋭
利
、
緻
密
な
観
察
は
見
当
た
ら
な
い
。

 
義
山
雑
纂
は
、
詩
人
で
あ
る
か
ら
、
人
間
の
容
姿
・
心
情
・
自
然
の
美
し
さ

に
関
心
が
あ
る
は
ず
で
、
『
不
快
意
』
に
、
「
樹
陰
遮
景
致
 
花
時
無
量
」
、
『
殺

風
景
』
に
「
花
間
五
道
、
看
花
館
下
、
苔
上
舗
席
…
」
と
い
う
も
の
の
、
雑
纂

中
、
た
だ
1
段
『
富
貴
相
』
で
「
駿
馬
噺
 
蝋
燭
涙
、
栗
辛
皮
、
蕩
枝
殻
、
落

花
落
、
鶯
嘉
言
…
高
棲
分
吹
笛
」
と
僅
少
な
表
現
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
こ
れ

も
、
美
景
と
し
て
採
り
あ
げ
た
も
の
で
は
な
く
、
富
貴
相
な
の
で
あ
る
。
義
山

詩
集
に
花
を
詠
じ
て
も

 
石
榴

榴
 
阿
郷
榴
實
繁
榴
月
脹
明
榴
子
鮮
可
年
玉
雨
露
拶
樹
碧
三
糸
顔
一
千
年

石
榴
そ
の
も
の
を
個
性
的
に
a
b
c
d
と
叙
し
な
が
ら
、
e
f
西
王
母
の
人
皆

を
も
ち
出
し
て
来
な
け
れ
ば
気
が
す
ま
ぬ
。
清
少
納
言
な
ら
ば
、
「
阿
螂
」
で

す
ま
さ
ず
、
ど
う
美
し
い
か
を
具
体
的
に
形
成
す
る
と
こ
ろ
。
義
山
に
あ
っ
て

は
、
自
然
へ
の
関
心
は
、
花
を
見
て
酒
を
酌
み
、
月
を
仰
い
で
吟
じ
、
山
河
を

み
て
詩
を
賦
す
、
と
い
う
て
い
の
、
甚
だ
観
念
的
領
域
を
出
な
い
も
の
の
よ
う

で
あ
る
。
花
は
美
し
く
、
月
は
絞
々
と
照
ら
す
に
き
ま
っ
て
い
る
、
と
い
う
の

で
あ
ろ
う
。
．

 
雑
纂
は
人
間
に
執
し
、
教
訓
的
、
教
膠
着
に
い
く
。
枕
草
子
は
人
間
存
在
、

自
然
を
共
に
深
く
愛
し
た
故
に
、
そ
れ
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
位
相
に
お
い
て
、
多

種
多
彩
の
美
と
し
て
享
受
、
形
成
し
た
の
で
あ
る
。

 
 
 
四
譜
誰

 
譜
誰
ー
コ
ミ
ッ
ク
、
あ
る
い
は
フ
モ
ー
ル
ー
の
存
在
、
こ
れ
も
ま
た
、
枕
草

子
、
義
山
雑
纂
に
、
モ
ラ
リ
ス
ト
達
の
気
の
利
い
た
箴
言
集
に
、
共
通
項
で
あ

る
。

「
サ
ロ
ン
が
十
九
世
紀
文
学
の
特
質
を
示
す
モ
ラ
リ
ス
ト
達
の
作
品
を
残
し
た

こ
と
は
、
忘
れ
て
な
ら
な
い
重
要
な
事
で
あ
る
。
中
で
も
、
ラ
・
ロ
シ
ュ
フ
コ
ー

の
『
箴
言
集
』
は
す
ぐ
れ
た
も
の
で
、
直
接
サ
ロ
ン
の
活
動
の
成
果
と
し
て
あ

げ
ら
れ
る
に
は
、
作
者
個
人
の
人
生
観
や
体
験
が
余
り
に
も
か
か
ち
り
す
ぎ
て

い
る
が
、
サ
ブ
レ
夫
人
の
サ
ロ
ン
の
『
箴
言
づ
く
り
の
遊
び
』
に
よ
っ
て
腕
を

磨
い
た
の
で
あ
る
。
」
（
百
田
）
（
東
西
女
流
文
芸
サ
ロ
ン
ー
中
宮
定
子
と
ラ
ン

ブ
イ
エ
侯
爵
夫
人
-
目
加
田
、
百
田
共
著
 
笠
間
書
院
刊
）

サ
ロ
ン
の
文
芸
活
動
つ
づ
き
1
李
義
山
雑
纂
・
義
山
詩
集
と
枕
草
子
・
清
少
納
言
集
1
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モ
ラ
リ
ス
ト
の
場
合
が
、
そ
う
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
枕
草
子
も
ま
た
、
皇
后
定

子
サ
ロ
ン
で
磨
か
れ
た
エ
ス
プ
リ
、
伎
禰
の
成
果
で
あ
る
。
定
子
サ
ロ
ン
で
生

ま
れ
育
っ
た
作
品
で
あ
る
が
故
に
、
定
子
サ
ロ
ン
の
も
つ
優
雅
、
才
気
、
品
位

と
共
に
、
社
交
場
で
あ
る
サ
ロ
ン
な
ら
で
は
の
譜
諺
も
そ
な
わ
っ
て
い
る
。
フ

モ
ー
ル
も
コ
ミ
ッ
ク
も
、
人
間
関
係
を
、
和
や
か
に
す
る
潤
滑
油
で
あ
る
か
ら
、

 
 
 
 
 
 

清
少
納
言
の
相
当
き
つ
い
 
判
・
悪
、
マ
落
も
、
清
少
納
言
の
エ
ス
プ
リ
と
咄
嵯

の
巧
妙
な
語
呂
あ
わ
せ
と
い
う
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
な
い
ま
ぜ
に
し
た
譜
諺
で
、
ご

と
に
な
ら
ず
に
済
ん
で
し
ま
う
。
○
大
進
生
昌
が
家
に
…
…
の
條
で
あ
る
。

「
そ
れ
は
子
定
國
が
事
に
こ
そ
侍
る
め
れ
。
古
き
進
士
な
ど
に
侍
ら
ず
は
、
う

け
た
ま
は
り
知
る
べ
き
に
も
侍
ら
ざ
り
け
り
。
た
ま
た
ま
こ
の
道
に
ま
か
り
入

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

り
に
け
れ
ば
、
か
う
だ
に
わ
き
ま
へ
知
ら
れ
侍
り
」
と
い
ふ
。
「
そ
の
沿
道
も

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

か
し
こ
か
ら
ざ
め
り
。
籍
卜
し
き
た
れ
ど
、
み
な
落
ち
入
り
さ
わ
ぎ
つ
る
は
」

と
い
へ
ば
、
「
雨
の
降
り
侍
り
つ
れ
ば
、
さ
も
侍
り
つ
ら
ん
。
よ
し
ょ
し
、
ま

た
仰
せ
ら
れ
か
く
る
事
も
ぞ
侍
る
。
ま
か
り
た
ち
な
ん
」
と
て
往
ぬ
。

生
直
の
学
識
も
大
し
た
こ
と
で
は
な
い
♪
と
い
う
の
だ
か
ら
、
中
宮
を
我
家
に

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

迎
え
た
生
昌
は
激
怒
す
べ
き
と
こ
ろ
。
と
い
わ
れ
て
、
ハ
テ
通
路
の
こ
と
か
な
？

と
血
の
め
ぐ
り
の
悪
い
生
昌
は
、
一
瞬
と
ま
ど
い
、
怒
り
も
で
き
ず
勿
勿
退
散
。

「
私
達
へ
こ
ん
だ
と
こ
に
落
ち
て
大
さ
わ
ぎ
し
た
ん
で
す
わ
」
と
ニ
コ
ニ
コ
顔

で
清
少
納
言
が
言
っ
た
も
の
だ
。
実
は
こ
の
章
段
、
逆
境
に
あ
っ
て
、
叔
父
左

大
臣
道
長
に
行
啓
の
妨
害
を
さ
れ
、
普
通
で
あ
れ
ば
、
恨
み
、
罵
り
、
ふ
さ
ぎ

こ
む
と
こ
ろ
、
女
主
人
中
宮
定
子
の
お
人
柄
で
、
春
風
胎
蕩
、
・
清
少
納
言
は
、
「

こ
と
に
こ
の
章
段
に
1
1
回
「
笑
ふ
」
を
用
い
、
「
を
か
し
」
を
5
回
用
い
る
。

中
宮
の
「
御
け
し
き
も
い
と
め
で
た
し
」
と
記
す
。
殊
に
、
楽
し
げ
に
笑
い
さ

ざ
め
い
て
行
動
し
て
い
る
、
と
形
成
す
る
の
で
あ
る
。

則 京
害 官
人 似
o 久

、

尼N瓜
姑 暗
似 長
臼 、

理㌔

入 鴉M
深 似
庭 措

大
燕N磯
似 寒
尼 則
姑 吟
有 、

 
前
掲
本
文
の
⑳
印
を
参
考

雑
纂
も
、
第
一
『
必
不
来
』
で
、
「
酔
客
逃
席
、
感
作
三
物
去
、
追
王
侯
家
人
、

把
捧
呼
狗
、
窮
措
大
喚
妓
女
」
と
、
何
れ
も
、
苦
味
の
利
い
た
譜
諺
味
を
も
つ
。

『
相
不
似
』
の
「
肥
大
新
婦
」
は
、
ほ
ほ
え
ま
し
い
コ
ミ
ッ
ク
、
「
不
翼
下
弟
子
」
、

「
老
翁
入
娼
家
」
は
、
ち
と
意
地
が
わ
る
い
コ
ミ
ッ
ク
で
あ
ろ
う
。
『
意
想
』
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
M

「
腹
大
師
尼
忠
士
孕
」
は
お
品
が
わ
る
い
コ
ミ
ッ
ク
で
あ
る
。
『
相
似
』
の
「

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
帥
似
貝
児
常
墨
壷
 
即
鋼
動

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
」
辛

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

口
、
ほ
ほ
え
ま
し
い
コ
ミ
ッ
ク
で
あ
る
。

 
枕
草
子
の
「
に
く
き
も
の
」
の
冠
位
の
⑳
印
は
、
何
れ
も
、
一
味
あ
っ
て
お

も
し
ろ
い
。
サ
ロ
ン
で
、
や
ん
や
の
喝
采
を
う
る
こ
と
を
心
な
し
。
譜
誰
の
利

い
た
も
の
で
あ
る
。
「
蚤
も
い
と
に
く
し
…
…
」
に
い
た
っ
て
は
抱
腹
絶
倒
も

の
で
あ
ろ
う
。
蚤
・
蚊
・
蟻
に
対
し
て
も
、
彼
女
は
い
か
に
鋭
い
観
察
を
し
て

い
た
か
。
形
成
の
巧
み
さ
に
は
舌
を
ま
く
外
な
い
、
笑
い
な
が
ら
。

 
枕
草
子
の
譜
誰
に
は
、
雑
纂
の
も
つ
卑
俗
さ
⑪
印
は
な
い
。
時
と
し
て
は
、

意
地
の
わ
る
い
も
の
も
、
ま
ま
あ
る
が
、
大
部
分
が
、
ほ
ほ
え
ま
し
い
譜
諺
で

あ
る
。
そ
れ
ら
も
、
た
と
え
ば
「
見
苦
し
き
も
の
」
の
昼
寝
の
條
で
、
．
手
き
び

し
い
こ
と
を
い
う
が
、
「
私
共
お
互
い
さ
ま
な
ん
だ
け
ど
」
，
…
…
と
い
う
雰
囲

気
で
語
る
⑳
⑰
の
譜
諺
に
富
ん
だ
結
び
で
、
す
っ
か
り
楽
し
く
な
る
の
で
あ
る
。

 
雑
纂
は
、
サ
ロ
ン
の
所
産
で
は
な
く
、
意
を
得
ず
、
道
々
と
暮
し
た
不
遇
期

が
あ
っ
た
せ
い
か
、
意
地
悪
さ
、
辛
辣
な
う
が
ち
、
で
通
す
。
そ
こ
に
辛
味
の

味
が
あ
っ
て
面
白
い
。
両
者
の
、
こ
れ
ま
た
本
質
的
な
相
違
で
あ
る
。

（36）


